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御　

挨　

拶

　

広
島
県
立
歴
史
博
物
館
は
、
中
世
の
港
町
・
市
場
町
で
あ
る
草
戸
千
軒
町
（
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
繁
栄
し
た
町
）

の
遺
跡
、
近
世
後
期
の
備
後
国
神
辺
（
現
在
の
福
山
市
神
辺
町
）
出
身
の
漢
詩
人
・
儒
学
者
・
教
育
者
で
あ
る
菅
茶
山
の
関
係
資
料
、

日
本
屈
指
の
古
地
図
資
料
を
集
め
た
守
屋
壽
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心
に
、
広
島
県
の
歴
史
と
文
化
を
発
信
す
る
拠
点
と
し
て
、
ま
た
、

生
涯
学
習
の
推
進
施
設
と
し
て
、
地
域
文
化
の
向
上
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
研
究
紀
要
は
、
調
査
研
究
の
成
果
を
広

く
公
開
し
、
活
用
す
る
こ
と
を
目
的
に
刊
行
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
の
研
究
紀
要
に
は
、
重
要
文
化
財
菅
茶
山
関
係
資
料
の
中
か
ら
「
栗
山
堂
餞
筵
詩
画
巻
」
の
翻
刻
と
訳
注
、
広
島

頼
家
に
伝
わ
る
細
川
家
の
犬
追
物
と
上
覧
相
撲
の
図
に
つ
い
て
資
料
の
年
代
を
検
討
し
頼
家
に
伝
来
し
た
経
緯
に
関
す
る
考
察
、

二
篇
の
「
今
中
大
学
日
記
」
を
比
較
す
る
こ
と
で
明
ら
か
と
な
っ
た
特
色
と
両
者
の
関
係
性
、
十
八
世
紀
末
の
縮
景
園
の
景
観
を

描
い
た
『
縮
景
園
図
巻
』
に
記
録
さ
れ
た
縮
景
園
の
改
修
内
容
の
検
証
結
果
、
縮
景
園
の
景
観
を
描
写
し
た
『
縮
景
園
記
』
の
草

稿
で
あ
る
『
縮
景
園
記
稿
本
』
に
関
す
る
資
料
紹
介
、
広
島
頼
家
関
係
資
料
の
中
か
ら
頼
山
陽
の
漢
詩
草
稿
の
訳
注
の
取
組
、
草

戸
千
軒
の
呼
称
に
関
す
る
一
考
察
の
七
編
の
論
考
を
収
録
し
ま
し
た
。

　

あ
ら
た
め
て
、
当
館
の
調
査
研
究
活
動
に
御
支
援
・
御
協
力
を
頂
い
た
多
く
の
方
々
に
感
謝
の
意
を
表
し
、
本
書
が
今
後
と
も

広
く
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
念
願
し
て
、
発
刊
の
御
挨
拶
と
し
ま
す
。

　

令
和
六
年
十
二
月

広
島
県
立
歴
史
博
物
館
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前
号
で
は
、
6
．
筑
海
行
（
寛
政
十
年
）　

7
．
醍
醐
行
（
寛
政
十
年
）　

8
．
馘
塚
行

（
二
首
）（
寛
政
十
年
）　

9
．
書
感
（
寛
政
五
年
）　

10
．
甲
寅
元
日
（
寛
政
六
年
）　

11
．

咏
梅
（
寛
政
五
年
）　

12
．
舟
暁
（
寛
政
五
年
）　

13
．
舟
帰
広
島
（
寛
政
五
年
）　

14
．

明
妃
（
寛
政
五
年
）　

15
．
暑
日
遊
照
蓮
寺
（
寛
政
五
年
）　

16
．
石
州
路
上
（
寛
政
八

年
）　

17
．
甑
坂
（
寛
政
八
年
）　

18
．
夜
坐
（
寛
政
八
年
）　

19
．
青
楼
曲
（
文
化
二
年
）　

20
．
東
遊
路
上
（
寛
政
九
年
）　

21
．
山
崎
（
寛
政
九
年
）　

22
．
美
濃
（
寛
政
九
年
）　

23
．
望
岳
（
寛
政
九
年
）　

24
．
題
黄
安
仙
人
図
（
享
和
三
年
か
）　

25
．
閨
情
傚
陸
渭

南
（
享
和
三
年
）　

26
．
雨
歇
（
享
和
三
年
）　

27
．
江
戸
所
見
（
寛
政
九
年
か
・『
頼
山
陽

全
書　

詩
集
』
は
寛
政
六
年
と
す
る
）　

28
．
赴
竹
原
舟
中
作
二
首（
二
首
・
文
化
二
年
）　

29
．
奉
盈
陪
飲
菅
先
生
及
家
君
席
上
分
得
眼
字
二
十
二
韻
（
文
化
二
年
）
の
二
十
六
首

に
つ
い
て
訳
注
を
行
っ
た
。

　

本
号
で
は
、
30
．
甲
子
楼
即
目
（
文
化
三
年
）　

31
．
江
上
二
首
（
二
首
・
文
化
三
年
）　

32
．
三
月
甲
子
楼
集
分
得
山
字
（
文
化
三
年
）　

33
．
靚
斎
集
分
得
相
字
六
言
律
體
（
文

化
三
年
）　

34
．
以
西
嶺
雲
霞
色
満
堂
為
首
句
賦
一
律
壽
嶺
霞
堂
主
翁
八
十
（
文
化
三

年
）　

35
．
丁
卯
孟
春
木
村
氏
招
飲
分
韻
得
遇
（
文
化
四
年
）　

36
．
丁
卯
書
事
（
文
化

四
年
）　

37
．
城
門
失
火
謝
龍
山
師
（
文
化
四
年
）　

38
．
仲
春
泛
舟
港
口
時
羽
隅
君
千

強
将
之
浪
華
得
人
字
（
文
化
四
年
）　

39
．
常
照
庵
集
有
竹
筍
之
供
戯
賦
呈
主
人
（
文

化
四
年
）　

40
．
訪
靚
斎
（
文
化
四
年
）　

41
．
丁
卯
正
月
十
三
日
集
松
石
亭
分
得
枝

字
（
文
化
四
年
）　

42
．
春
尽
集
松
石
亭
（
文
化
四
年
）　

43
．
或
贈
京
醞
名
鴨
川
者
（
文

化
四
年
）　

44
．
家
王
父
廿
五
回
忌
辰
家
翁
会
寒
賦
請
（
文
化
四
年
）　

45
．
懐
仲
父
大

人
在
九
州
（
文
化
四
年
）　

46
．
題
黄
山
谷
図
（
文
化
四
年
）　

47
．
午
庵
晩
集
（
文
化
四

年
）　

48
．
問
三
谷
達
夫
（
文
化
四
年
）　

49
．
抱
素
堂
集
分
得
五
言
古
体
蒸
韻
（
文
化

四
年
）　

50
．
題
熊
谷
蓮
生
倒
騎
馬
図
（
文
化
四
年
）
の
二
十
二
題
・
二
十
三
首
に
つ
い

て
訳
注
を
行
う
。

　

本
稿
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
原
詩
の
漢
字
は
旧
字
体
を
用
い
、
俗
字
・
略
字
に
な
っ

て
い
る
も
の
も
正
字
に
改
め
、
訓
読
の
漢
字
は
通
行
の
字
体
を
用
い
た
。
訓
読
の
送

り
仮
名
は
現
代
仮
名
遣
い
と
し
た
。
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
推
敲
過
程
が
わ
か
る
よ
う
、

原
本
に
忠
実
に
表
記
す
る
よ
う
に
し
、
訓
読
に
つ
い
て
も
修
正
前
の
原
案
が
わ
か
る

よ
う
に
併
記
し
て
い
る
。
訳
文
は
、
修
正
後
の
本
文
を
反
映
さ
せ
て
訳
出
し
た
。
訳

文
な
ら
び
に
語
釈
に
つ
い
て
は
、
前
号
に
引
き
続
き
、
谷
口
匡
氏
（
京
都
教
育
大
学
教

授
）
に
御
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
深
甚
な
る
謝
意
を
表
し
た
い
。

　

30　

甲
子
樓
卽
目　
　
　
　

甲こ
う
し
ろ
う

子
楼
即そ

く
も
く目

　

（
1
）

絲
肉
嘔
唖
金
市
南　
　
　

糸し

肉に
く　

嘔お

う

あ唖　

金き

ん

し市
の
南

み
な
み

此
樓
獨
自
類
禪
龕　
　
　

此こ

の
楼ろ

う　

独ひ

と

り自　

禅ぜ
ん
が
ん龕

に
類に

　る

　
「
山
陽
先
生
詩
稿
」
訳
注
（
三
）

花　

本　
　

哲　

志
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曾
無
脂
粉
汙
高
興　
　
　

曽か
つ

て
脂し

ふ

ん粉
の
高

こ
う
き
ょ
う

興
を
汚け

が
　
　す

こ
と
無な

　く

唯
見
瓶
頭
挿
玉
簪　
　
　

唯た

だ
見み

る　

瓶へ
い
と
う頭

に
玉

ぎ
ょ
く

簪し
ん

を
挿さ

す
を

　

「
『
頼
山
陽
全
書　

詩
集
』
巻
四
所
収
「
甲
子
楼
即
目　

二
首
」
。
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
の
作

と
さ
れ
る
。

【
語
釈
】　

〔
甲
子
楼
〕
太
田
午
庵
の
別
邸
。
太
田
午
庵（
一
七
五
三
～
一
八
〇
八
）は
広
島
藩
士
で
、

名
は
予
、
字
は
子
順
、
通
称
は
権
三
郎
、
号
は
午
庵
ま
た
は
甲
子
楼
、
俳
号
を
呂
十
と
い
う
。
藩

の
先
手
者
頭
を
勤
め
て
い
た
が
、
多
病
の
た
め
に
隠
退
し
た
後
は
風
流
を
事
と
し
、
絵
画
や
俳

諧
に
優
れ
た
才
能
を
発
揮
し
た
。
頼
春
水
と
親
し
く
交
遊
し
、『
芸
備
孝
義
伝
』
二
編
の
挿
図
を

担
当
し
て
い
る
。〔
即
目
〕
目
に
ふ
れ
た
も
の
。〔
絲
肉
〕
楽
器
の
音
色
と
歌
声
。〔
嘔
啞
〕
調
子
は

ず
れ
の
管
弦
の
音
。
嘔
啞
嘲

ち
ょ
う
た
つ

哳
で
「
調
子
の
狂
っ
た
乱
雑
な
音
」
を
い
う
。
白
居
易
「
琵
琶
行
」

に
「
嘔
啞
嘲
哳　

聴
く
を
為
し
難
し
」
と
あ
る
。〔
金
市
〕
唐
の
都
長
安
の
西
市
の
こ
と
で
、
こ
こ

で
は
「
繁
華
街
」
の
意
。
李
白
「
少
年
行
二
首　

其
二
」
に
「
五
陵
の
年
少　

金
市
の
東
」
と
あ
る
。

〔
禅
龕
〕
仏
堂
。
仏
殿
。〔
脂
粉
〕
紅
と
お
し
ろ
い
。 

女
性
の
化
粧
。〔
高
興
〕
高
く
味
わ
い
深
い
趣
。

高
趣
。
興
趣
。〔
玉
簪
〕
玉
で
美
し
く
飾
っ
た
か
ん
ざ
し
。
玉
簪
（
た
ま
の
か
ん
ざ
し
）
は
ユ
リ
科

の
多
年
草
。

【
訳
】

　
　
　

甲
子
楼
の
風
物

（
1
）

　

調
子
外
れ
の
管
弦
の
音
と
歌
声
が
聞
こ
え
て
く
る
繁
華
街
の
南
で
、
こ
の
甲
子
楼

だ
け
が
仏
堂
の
よ
う
な
趣
が
あ
る
。
花
街
の
俗
気
に
高
尚
な
趣
を
損
な
わ
れ
る
こ
と

な
く
、
た
だ
花
瓶
に
は
玉
簪
が
生
け
ら
れ
て
い
る
。

　

（
2
）

面
水
背
山
東
岸
樓　
　
　

水み
ず

に
面め

ん
　
　し

山や
ま

を
背せ

に
す　

東と
う
が
ん岸

の
楼ろ

う

琴
尊
乗
暮
共
登
遊　
　
　

琴き
ん

尊そ
ん　

暮く
れ

に
乗

じ
ょ
う
　
　
　

じ
て
共と

も

に
登と

う
ゆ
う遊

す

酒
酣
前
岸
生
微
白　
　
　

酒さ
け　

酣
た
け
な
わに

し
て
前ぜ

ん
が
ん岸

に
微か

す

か
に
白し

ろ
　
　き

を
生

し
ょ
う

ず

知
是
月
輪
離
嶺
頭　
　
　

知し

　る　

是こ

れ
月げ

つ

輪り
ん

の
嶺れ

い
と
う頭

を
離は

な

る
る
を

【
語
釈
】　

〔
尊
〕
樽
に
同
じ
。〔
登
遊
〕
高
い
所
に
の
ぼ
っ
て
遊
覧
す
る
こ
と
（
『
韓
詩
外
伝
』
三
）
。

『
韓
詩
外
伝
』
は
中
国
の
古
代
説
話
集
。
全
十
巻
。
前
漢
の
韓か

ん
え
い嬰

著
。
故
事
・
逸
話
を
、『
詩
経
』
の

詩
句
と
関
連
づ
け
て
解
説
し
た
も
の
。「
夫
れ
一
仭
の
墻
、
民
踰
ゆ
る
能
わ
ざ
れ
ど
も
、
百
仭
の

山
、
童
子
登
遊
す
る
は
、
凌
遅
な
る
が
故
な
り
」
と
あ
る
。〔
月
輪
〕
月
。
特
に
満
月
を
言
う
。

【
訳
】

　

川
に
面
し
、
山
を
背
に
東
岸
に
建
っ
て
い
る
甲
子
楼
。
日
が
暮
れ
る
と
山
に
登
っ

て
琴
を
弾
き
、
酒
を
楽
し
ん
で
い
る
。
宴
も
酣

た
け
な
わに

な
っ
た
頃
、
手
前
岸
の
辺
り
が
ほ
の

か
に
白
く
な
っ
て
い
る
の
は
、
満
月
が
峰
の
上
に
出
て
き
て
光
を
投
げ
か
け
て
い
る

か
ら
だ
ろ
う
。

　

31　

江
上
二
首 

 
 
 
 
 
 
 

　

 
 

江
こ
う
じ
ょ
う上

二に

し

ゅ首

細
話
江
樓
欲
徹
明　
　
　

細さ
い

話わ 

江こ
う
ろ
う楼　

明め
い

に
徹

て
つ
　
　
　
　
　

さ
ん
と
欲ほ

っ
　
　し
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手
杯
傾
處
膝
琴
横　
　
　

手し
ゅ
は
い杯 

傾
か
た
む
　
　く

処と
こ
ろ

　

膝ひ
ざ

に
琴き

ん

横よ
こ
　
　
　
　
　
　

た
わ
る

暗
知
欄
前
暁
潮
至　
　
　

暗あ
ん

に
知し

　る　

欄ら
ん
ぜ
ん前　

暁
ぎ
ょ
う

潮ち
ょ
うの

至
い
た
　
　
　

る
を

柔
櫓
時
聞
嘔
軋
聲　
　
　

柔
じ
ゅ
う

櫓ろ　

時と
き

に
聞き

　く　

嘔お
う
あ
つ軋

の
声こ

え

　

『
頼
山
陽
全
書　

詩
集
』
巻
四
所
収
「
江
上
」
。
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
の
作
と
さ
れ
る
。
二

首
と
あ
る
が
、
一
首
を
欠
く
。

【
語
釈
】　

〔
細
話
〕
さ
さ
や
き
。
細
々
と
話
を
す
る
。〔
柔
櫓
〕
静
か
に
櫓
を
こ
ぐ
。〔
嘔
軋
〕
き
し

る
音
。
唐
・
李
群
玉
の
「
処
士
の
番
禺
の
東
遊
よ
り
便

す
な
わ

ち
蘇そ

台だ
い

の
別

べ
つ
ぎ
ょ
う

業
に
帰
る
を
送
る
」
に
「
嘔

軋
た
り 

暮ぼ

江こ
う

の
上

ほ
と
り　

櫓ろ

せ

い聲
揺よ

う

落ら
く

の
心
」
と
あ
る
。

【
訳
】

　
　
　

川
の
ほ
と
り
二
首

　

川
沿
い
の
高
楼
で
静
か
に
語
り
合
う
う
ち
に
夜
が
明
け
よ
う
と
し
て
お
り
、
杯
を

傾
け
、
膝
元
に
は
琴
が
置
か
れ
て
い
る
。
楼
の
欄
干
の
そ
ば
ま
で
潮
を
満
ち
て
き
た

よ
う
だ
。
静
か
に
櫓ろ

を
漕こ

ぐ
、
き
し
き
し
と
い
う
音
が
聞
こ
え
て
く
る
。　

　

32� 

三
月
甲
子
樓
集
分
得
山
字　
　
　

�

三さ
ん
が
つ月

甲こ

う

し

ろ

う

子
楼
の
集

し
ゅ
う

。
山さ

ん

の
字じ

を
分わ

　け

得え

　

　

た
り

屈
曲
南
流
水　
　
　
　

屈
く
っ
き
ょ
く

曲
す　

南
な
ん
り
ゅ
う

流
の
水み

ず　

逶
迤
西
面
山　
　
　
　

逶い
い

迤
た
り　

西せ
い
め
ん面

の
山や

ま

祓
除
占
此
境　
　
　
　

祓ふ
つ
じ
ょ除

し
て　

此こ

の
境

き
ょ
う

を
占

う
ら
な

い

觴
詠
解
吾
顔　
　
　
　

觴
し
ょ
う

詠え
い

し
て　

吾わ

が
顔か

お

を
解と

　く

楊
柳
殘
雨
緑　
　
　
　

楊よ
う

柳り
ゅ
う

　

残ざ
ん

雨う 

緑み
ど
りに

し
て

桃
花
斜
日
殷　
　
　
　

桃と
う

花か　

斜し
ゃ

日じ
つ　

殷あ
か

し

恠
他
王
逸
少　
　
　
　

怪あ
や
　
　
　
　

し
む　

他か

の
王お

う
い
つ逸

少
し
ょ
う

俛
仰
涙
潸
潸　
　
　
　

俛ふ
ぎ
ょ
う仰

し
て　

涙
な
ん
だ
さ
ん
さ
ん

潸
潸
た
る
を

　
　

又

自
笑
唫
肩
聳
若
山　
　

自
ら
笑
う　

吟ぎ
ん

肩け
ん　

聳
そ
び
　
　
　
　
　
　

ゆ
る
こ
と
山や

ま

の
若ご

と
　
　く

一
觴
一
詠
對
潺
湲　
　

一
い
っ
し
ょ
う

觴　

一い
ち

詠え
い　

潺せ
ん
か
ん湲

に
対た

い
　
　す

る
を

愧
無
新
句
酬
新
景　
　

愧は

ず　

新し

ん

く句
の
新し

ん
け
い景

に
酬む

く

ゆ
る
こ
と
無な

　く

不
出
右
軍
咳
唾
間　
　

右ゆ
う
ぐ
ん軍 

咳が

い

だ唾
の
間か

ん

に
出い

　

　

　

で
ざ
る
を

　

「
『
頼
山
陽
全
書　

詩
集
』
巻
四
所
収
「
三
日
。
甲
子
楼
集
。
分
得
山
字
」
。
文
化
三
年

（
一
八
〇
六
）
三
月
三
日
の
作
と
さ
れ
る
。

【
語
釈
】　

〔
逶
迤
〕
う
ね
う
ね
と
曲
が
っ
て
い
る
こ
と
。〔
祓
除
〕
穢
れ
を
祓
い
除
く
。〔
觴
詠
〕
一

觴
一
詠
。
酒
を
飲
み
、
詩
歌
を
う
た
う
。
王
羲
之
「
蘭
亭
序
」
に
「
一
觴
一
詠
、
亦ま

た
以

も
っ
　
　
　て

幽ゆ
う

情
じ
ょ
う

を
暢

ち
ょ
う
じ
ょ

叙
す
る
に
足
れ
り
」
と
あ
る
。〔
残
雨
〕
の
こ
り
の
雨
。
な
ご
り
の
雨
。〔
斜
日
〕
西
に
傾
い

た
太
陽
。
夕
日
。
入
り
日
。〔
殷
〕
赤
黒
い
色
。〔
逸
少
〕
王
羲
之
の
字

あ
ざ
な

。〔
俛
仰
〕
う
つ
む
い
た
り
、

あ
お
い
だ
り
す
る
こ
と
。
俯
仰
。「
蘭
亭
序
」
に
「
向さ

き

の
欣

よ
ろ
こ

ぶ
所
は
、
俛
仰
の
間
に
、
以す

で

に
陳ち

ん

迹せ
き

と

為な

れ
り
」
と
あ
る
。〔
潸
潸
〕
涙
が
流
れ
る
さ
ま
。〔
咳
唾
〕せ
き
。
し
わ
ぶ
き
。
転
じ
て
長
者
の
言

葉
を
い
う
。



－ 119 －

「山陽先生詩稿」 訳注 （三）

【
訳
】

　
　
　

三
月　

甲
子
楼
で
の
集
ま
り
。
韻
字
と
し
て
「
山
」
を
割
り
当
て
ら
れ
る

　

南
に
流
れ
る
川
は
屈
曲
し
、
西
に
は
う
ね
う
ね
と
山
が
連
な
っ
て
い
る
。
穢
れ
を

祓
っ
て
土
地
の
吉
凶
を
占
い
、
杯
を
重
ね
、
詩
を
詠
じ
れ
ば
自
然
と
顔
が
ほ
こ
ろ
ん

で
く
る
。
柳
は
な
ご
り
の
雨
を
受
け
て
緑
も
鮮
や
か
に
、
桃
の
花
は
夕
陽
を
受
け
て

赤
黒
く
染
ま
っ
て
い
る
。
ま
る
で
あ
の
王
羲
之
が
う
つ
む
い
た
り
仰
い
だ
り
し
て
涙

を
こ
ぼ
し
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。

　
　

又

　

山
の
よ
う
に
肩
を
そ
び
や
か
し
て
悠
々
と
流
れ
る
川
に
向
き
合
っ
て
酒
を
飲
み
、

詩
を
詠
る
の
を
み
ず
か
ら
笑
う
。
ひ
ね
り
出
し
た
句
は
こ
の
景
色
の
す
ば
ら
し
さ
を

表
現
で
き
ず
、
王
義
之
の
言
葉
に
遠
く
及
ば
な
い
こ
と
を
恥
じ
入
る
ば
か
り
で
あ
る
。

　

33�　

靚
斎
集　

分
得
相
字　

六
言
律
體　

 

　
　

 

靚せ
い

斎さ
い

の
集

し
ゅ
う

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相そ
う

の
字じ

を
分わ

　

え

　

　

け
得
た
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六ろ
く
ご
ん
り
つ
た
い

言
律
体　
　

案
頭
一
帙
黄
巻　
　
　

案あ
ん
と
う頭　

一い
っ
ち
つ帙

の
黄こ

う
か
ん巻

窓
外
千
竿
碧
篁　
　
　

窓そ
う
が
い外　

千せ
ん

竿か
ん

の
碧へ

き
こ
う篁　

　

除
厺
欝
陶
我
思　
　
　

除の
ぞ
　
　
さ
　
　

き
去
る　

鬱う
つ

陶と
う

た
る
我わ

　が
思お

も
　
　い

瞻
來
金
玉
其
相　
　
　

瞻み

来き
た

る　

其そ

の
相

し
ょ
う

を
金

き
ん
ぎ
ょ
く

玉
に
す
る
を

　
　
　
　

文

敢
願
盟
主
人〻
苑　
　
　

敢あ

　

　

え
て
願ね

が
　
　
　
　

わ
ん　

文ぶ
ん

苑え
ん

に
盟め

い

主し
ゅ

た
る
を

唯
欲
封
侯
醉
郷　
　
　

唯た
だ　

侯こ
う

に
酔す

い

郷き
ょ
うに

封
ほ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぜ
ら
れ
ん
と
欲ほ

っ

す
る

天
意
如
知
人
意　
　
　

天て

ん

い意
は　

人ひ
と

の
意い

を
知し

る
が
如
く

雨
晴
江
月
揚
光　
　
　

雨あ
め

晴
れ
て　

江こ
う

月げ
つ 

光ひ
か
りを

揚あ

ぐ

　

「
『
頼
山
陽
全
書　

詩
集
』
巻
四
所
収
「
靚
斎
集
。
分
得
相
字
。
六
言
律
体
」
。
文
化
三
年

（
一
八
〇
六
）
三
月
三
日
の
作
と
さ
れ
る
。
靚
斎
の
靚
は
静
に
通
じ
、
静
斎
は
広
島
藩
士
岡
田
嘉

祐
の
こ
と
。
春
水
・
山
陽
・
太
田
午
庵
・
坂
井
東
派
（
広
島
藩
儒
・
坂
井
虎
山
の
父
）
ら
と
親
し
く

交
遊
し
た
。

【
語
釈
】　

〔
案
頭
〕
机
の
上
。「
案
」
は
机
の
意
。〔
黄
巻
〕
書
物
の
こ
と
。
昔
、
中
国
で
、
紙
に
虫
が

つ
く
の
を
防
ぐ
た
め
に
黄お

う
ば
く蘗（

キ
ハ
ダ
）の
葉
で
紙
を
黄
色
に
染
め
た
と
こ
ろ
か
ら
言
う
。〔
篁
〕

た
け
や
ぶ
。〔
鬱
陶
〕
心
が
む
す
ぼ
れ
て
気
が
ふ
さ
ぐ
こ
と
。〔
金
玉
其
相
〕
外
見
が
美
し
い
意
。

『
詩
経
』
大
雅
・
棫よ

く
ぼ
く樸

に
「
其
の
章
を
追つ

い

琢た
く

し
、
其
の
相
を
金
玉
に
す
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
岡
田

静
斎
の
詩
集
の
美
し
さ
を
指
す
か
。〔
酔
郷
〕
酔
っ
た
気
分
を
一
種
の
別
天
地
に
比
し
て
い
う
。

〔
如
〕『
頼
山
陽
全
書　

詩
集
』
で
は
未
詳
と
す
る
。〔
光
〕『
全
書　

詩
集
』
で
は
「
波
」
に
作
る
。

【
訳
】

　
　
　

�

岡
田
静
斎
の
集
ま
り
。
韻
字
と
し
て
「
相
」
を
割
り
当
て
ら
れ
る
。
六
言
の
律

詩

　

机
の
上
に
は
一
冊
の
書
物
。
窓
の
外
に
は
千
本
の
青
々
と
し
た
竹
藪
。
鬱
々
と
し

た
気
を
除
き
去
っ
て
、
美
し
い
そ
の
姿
を
見
る
。
ど
う
し
て
文
壇
の
盟
主
と
な
る
こ

と
を
願
お
う
か
。
酒
に
酔
っ
て
別
天
地
に
封
ぜ
ら
れ
た
い
と
望
む
の
み
。
天
の
御
心

は
人
の
心
を
知
る
か
の
よ
う
に
、
気
が
つ
け
ば
雨
が
上
が
り
、
川
の
上
の
月
は
白
い

光
を
放
っ
て
い
る
。
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34　

以
西
嶺
雲
霞
色
滿
堂
、
為
首
句
賦
一
律
、
壽
嶺
霞
堂
主
翁
八
十

　
　
　
　

西せ
い
れ
い嶺

の
雲う

ん

か霞
、
色い

ろ 

堂ど
う

に
満み

つ
る
を
以も

っ
　
　て

首し

ゅ

く句
を
為つ

く
　
　り

一い
ち
り
つ律

を
賦ふ

　し
、

　
　
　
　

嶺れ
い

霞か
ど
う
し
ゅ

堂
主
翁お

う

の
八

は
ち
じ
ゅ
う

十
を
寿

こ
と
ほ

ぐ

厖
眉
相
映
若
茲
長　
　
　

厖ぼ
う

眉び　

相あ
い

映え
い
　
　
　
　
　

じ
て　

茲か

く
の
若ご

と
　
　く

長な
が

し

堪
觀
彩
服
庭
前
舞　
　
　

観み

　る
に
堪た

　

　

　

え
た
り　

彩さ
い
ふ
く服 

庭て
い
ぜ
ん前

の
舞ま

い

何
借
靑
嚢
肘
後
方　
　
　

何な
ん

ぞ
借か

　

　

ら
ん　

青せ
い

嚢の
う

肘ち
ゅ
う
ご後

方ほ
う

名
教
由
來
存
樂
地　
　
　

名
め
い
き
ょ
う

教　

由ゆ

ら

い来　

楽ら

く

ち地
に
存そ

ん
　
　す

蓬
瀛
不
必
索
仙
郷　
　
　

蓬ほ
う
え
い瀛　

必
か
な
ら
　
　

ず
し
も
仙

せ
ん
き
ょ
う

郷
に
索も

と

め
ず

八
旬
初
度
逢
重
九　
　
　

八は
ち

旬じ
ゅ
んの

初し

ょ

ど度　

重
ち
ょ
う

九き
ゅ
うに

逢あ

　う

園
菊
山
菜
撲
酒
香　
　
　

園え
ん

菊き
く　

山さ
ん
さ
い菜　

撲ぼ
く

酒し
ゅ

の
香こ

う

〔
朱
批
〕　

結
末
軽
々
地
做
下
。　

結け
つ
ま
つ末

軽け
い
け
い
ち

々
地
と
し
て
、
做な

し
下く

だ
　
　す

。

　
　
　
　

是
作
家
手
段
。　
　
　

是こ

れ
作さ

っ

か家
の
手し

ゅ
だ
ん段

な
り
。

　

「
『
頼
山
陽
全
書　

詩
集
』
巻
四
所
収
「
主
翁
八
十
」
。
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
九
月
十
三
日
の

作
と
さ
れ
る
。
こ
の
日
、
父
と
景
譲
と
共
に
岡
田
静
齊
を
訪
問
し
て
い
る
。
嶺
霞
堂
主
翁
は
静

斎
の
父
親
で
あ
ろ
う
。

【
語
釈
】　

〔
雲
霞
〕
美
し
く
色
づ
い
た
夕
焼
け
の
雲
。〔
厖
眉
〕
白
毛
ま
じ
り
眉
。
転
じ
て
老
人
を

い
う
。〔
彩
服
〕
き
れ
い
な
衣
服
。
色
彩
の
美
し
い
着
物
。〔
青
嚢
〕
薬
嚢
。
後
世
、
医
術
を
い
う
。

〔
肘
後
方
〕
医
書
。
東
晋
の
道
士
葛か

っ

洪こ
う（

神
仙
道
の
書
『
抱
朴
子
』
の
著
者
）が
著
し
た
医
書
『
肘
後

備
急
方
』
の
略
称
。〔
名
教
〕
人
の
ふ
み
行
う
べ
き
道
を
明
ら
か
に
す
る
教
え
。
ま
た
、
儒
教
の

教
え
。〔
楽
地
〕
楽
し
い
と
こ
ろ
。
楽
し
い
境
地
。『
世
説
新
語
』
徳
行
編
に
楽が

く

広こ
う

の
言
葉
と
し
て

「
名
教
の
中う

ち

自お
の
　
　ず

か
ら
楽
地
有
り
」
と
あ
る
。〔
仙
郷
〕
俗
界
を
離
れ
た
所
。
仙
界
に
同
じ
。〔
蓬
瀛
〕

蓬ほ
う
ら
い
さ
ん

莱
山
と
瀛

え
い
し
ゅ
う

州
の
二
仙
山
。
東
海
に
あ
っ
て
神
仙
の
住
む
所
と
い
う
。〔
逢
重
九
〕「
重
九
」
は
陰

暦
九
月
九
日
の
節
供
。
九
月
の
節
供
。
重
陽
。『
頼
山
陽
全
書　

詩
集
』
は
「
重
九
☐
」
」
と
す
る
。

〔
園
菊
〕
庭
の
菊
。

【
訳
】

　
　
　

�

西
の
峰
の
夕
焼
け
の
色
が
堂
に
満
ち
た
こ
と
か
ら
首
句
が
出
来
上
が
り
、
律

詩
一
篇
を
作
っ
て
嶺
霞
堂
主
翁
の
八
十
歳
を
祝
う

　

夕
焼
け
に
染
ま
っ
た
白
い
眉
は
こ
ん
な
に
も
長
く
、
庭
先
で
は
色
鮮
や
か
な
着
物

を
着
て
踊
る
舞
い
が
素
晴
ら
し
い
。
ど
う
し
て
薬
と
医
書
の
力
を
借
り
よ
う
か
。
儒

教
の
教
え
は
も
と
も
と
こ
の
楽
し
い
境
地
の
中
に
あ
り
、
蓬
莱
山
や
瀛
洲
を
必
ず
し

も
仙
界
に
求
め
る
必
要
は
な
い
。

　

八
十
歳
の
誕
生
日
は
ち
ょ
う
ど
重
陽
の
節
句
の
日
で
、
庭
の
菊
を
眺
め
な
が
ら
、

山
菜
や
酒
の
香
を
楽
し
ん
で
い
る
。

〔
朱
批
〕　

結
末
は
軽
く
作
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
作
者
の
腕
前
。

　

35　

丁
卯
孟
春
木
村
氏
招
飲
。
分
韻
得
遇　
　
　

丁て
い

卯ぼ
う

の
孟も

う

春し
ゅ
ん、

木き
む
ら
し
し
ょ
う
い
ん

村
氏
招
飲
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

分ぶ
ん
い
ん韻

し
て
遇ぐ

う

を
得え

　た
り
。

比
稔
穀
賤
如
齊
屨　
　
　

比ひ

稔ね
ん　

穀こ
く

賤や
す

き
こ
と　

齊せ
い

屨く

の
如ご

と
　
　く　

天
下
士
人
擧
哀
龥 

 
 
 
 
 

天て

ん

か下
の
士し

じ

ん人　

挙こ
ぞ
　
　
　
　

っ
て
哀あ

い

龥ゆ

す

官
糴
一
百
廿
萬
斛　
　
　

官か
ん
て
き糴　

一
い
ち
ひ
ゃ
く
に
じ
ゅ
う
ま
ん
ご
く

百
廿
万
斛
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準
平
原
要
相
灌
輸　
　
　

準
じ
ゅ
ん　

平た
い
　
　
　
　

ら
か
な
る
は
原も

と　

相あ

い
潅か

ん

ゆ輸
す
る
を
要よ

う
　
　す

朱
頓
不
知
德
意
深　
　
　

朱し
ゅ

頓と
ん　

知し

　

　

ら
ず　

徳と
く

意い

の
深ふ

か

き
を

畿
甸
物
情
自
恟
惧　
　
　

畿き

で

ん甸
の
物

ぶ
つ
じ
ょ
う

情　

自お
の
　
　
　
　
　
　

ず
か
ら
恟き

ょ
う
く惧

我
藩
自
有
劉
晏
才　
　
　

我わ

　が
藩は

ん　

自お
の
　
　
　
　
　
　

ず
か
ら
劉り

ゅ
う
あ
ん

晏
の
才さ

い

有あ

り

量
爲
依
然
两
州
賦　
　
　

量
り
ょ
う

為い 

依い

ぜ

ん

　

　

　

　

然
と
し
て
両

り
ょ
う
し
ゅ
う

州
の
賦ふ

乃
知
政
閑
心
亦
閑　
　
　

乃
す
な
わ
　
　ち

知し

　る　

政

ま
つ
り
ご
と

閑か
ん

な
れ
ば
心

こ
こ
ろ

も
亦ま

た
閑か

ん

な
る
を

後
圃
引
客
斜
開
路　
　
　

後こ

う

ほ圃　

客
き
ゃ
く

を
引ひ

　き　

斜な
な
　
　め

に
路み

ち

を
開ひ

ら

く

旾
寒
料
峭
未
全
退　
　
　

春
し
ゅ
ん
か
ん

寒　

料
り
ょ
う
し
ょ
う

峭
と
し
て　

未い
ま
　
　だ

全す
べ
　
　て

退
し
り
ぞ
　
　
　
　

か
ず

一
痕
新
月
在
梅
樹　
　
　

一い
っ

痕こ
ん

の
新し

ん
げ
つ月　

梅ば
い
じ
ゅ樹

に
在あ

　り

紅
獸
爐
邊
何
所
供　
　
　

紅こ
う

獣じ
ゅ
うの

爐ろ

へ

ん邊　

何な
ん

の
供

き
ょ
う
　
　
　
　

す
る
所と

こ
ろぞ

越
前
雪
魚
浪
速
芋　
　
　

越え
ち
ぜ
ん前

の
雪せ

つ
ぎ
ょ魚　

浪な

に

わ速
の
芋い

も

〔
朱
批
〕

握
籌
語
氣
入
詩
、
不
俗
。　
　

握
あ
く
ち
ゅ
う

籌
の
語ご

気き

は
詩し

に
入い

　り
て
、
俗ぞ

く

な
ら
ず
。

　

『
頼
山
陽
全
書　

詩
集
』
巻
四
所
収
「
丁
卯
孟
春
木
村
氏
招
飲
。
分
韻
得
偶
」
。
文
化
四
年

（
一
八
〇
七
）
正
月
十
六
日
の
作
と
さ
れ
る
。
こ
の
日
、
父
と
共
に
木
村
斎
邸
で
の
詩
会
に
赴
い

て
い
る
。
席
上
の
作
で
あ
る
。

　

木
村
斎
（
一
七
六
八
～
一
八
二
三
）
は
広
島
藩
士
。
諱
は
尚
誼
、
字
は
子
方
、
通
称
は
斎
。
町

奉
行
や
御
騎
馬
弓
筒
頭
な
ど
を
歴
任
し
た
後
、
御
近
習
頭
御
用
人
を
務
め
た
。
詩
文
を
能
く
し
、

書
に
も
秀
で
て
い
た
。
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
十
月
六
日
、
五
十
六
歳
で
没
し
た
。

【
語
釈
】　

〔
比
稔
〕「
比
年
」
と
同
じ
。
毎
年
。〔
齋
屨
〕
屨
は
く
つ
。『
韓
非
子
』
難
二
篇
に
斉
の
景

公
が
処
刑
が
多
か
っ
た
た
め
、「
踴
（
義
足
）
は
貴
く
し
て
屨
は
賤
し
」
と
あ
る
。〔
哀
龥
〕
哀
し
そ

う
に
呼
ぶ
。「
書
経
」
召
誥
に
「
以
っ
て
天
を
哀
籲
し
て
厥
の
亡
を
徂
ひ
て
出せ

つ

埶げ
つ

す
」
と
あ
る
。〔
準

平
〕
東
西
、
遠
近
の
穀
物
の
値
が
均
一
に
な
る
。『
菅
子
』
軽
重
丁
篇
に
「
東
西
の
民
相
い
被
り
、

遠
近
の
準
平
ら
か
な
り
」
と
あ
る
。〔
灌
輸
〕
河
川
を
利
用
し
て
舟
で
貨
物
を
運
送
す
る
。
物
資

が
不
足
し
て
い
る
地
方
へ
送
る
。〔
朱
頓
〕
陶
朱
と
猗
頓
。
大
富
豪
を
い
う
。
陶
朱
は
、
中
国
春

秋
時
代
の
越
王
勾こ

う
せ
ん践

に
仕
え
た
范は

ん
れ
い蠡

の
別
名
。
売
買
事
業
で
巨
万
の
富
を
手
に
入
れ
た
。
猗い

頓と
ん

は
、
陶
朱
か
ら
牧
畜
と
蓄
財
の
方
法
を
学
び
、
大
富
豪
と
な
っ
た
。〔
恟
惧
〕お
の
の
き
お
そ
れ
る
。

〔
劉
晏
〕（
七
一
五
～
七
八
〇
）
唐
の
政
治
家
。
曹
州
南
華
（
河
北
省
）
の
人
。
代
宗
に
仕
え
、
塩
の

専
売
制
の
確
立
や
江
南
か
ら
華
北
へ
の
物
資
の
運
輸
法
で
利
益
を
上
げ
、
安
史
の
乱
後
の
財

政
再
建
に
尽
力
し
た
。〔
量
為
〕
量
入
為
出
。
収
入
を
計
算
し
て
、
そ
の
後
に
支
出
を
決
め
る
こ

と
。
国
家
の
財
政
を
健
全
に
運
営
す
る
た
め
の
原
則
を
い
う
言
葉
。〔
両
州
賦
〕
未
詳
。
二
つ
の

州（
安
芸
と
備
後
）か
ら
税
の
収
入
を
得
る
意
か
。〔
閑
心
〕
俗
事
か
ら
離
れ
た
閑
雅
な
心
。〔
紅
獣
〕

燃
え
て
赤
く
な
っ
た
獣

じ
ゅ
う

炭た
ん

。
獣
炭
は
、
粉
炭
を
練
っ
て
獣
の
形
に
作
っ
た
も
の
。
中
に
香
を
入

れ
て
焚た

　く
の
に
使
っ
た
。

【
訳
】

　
　
　

丁て
い

卯ぼ
う

の
年
（
文
化
四
年
）
の
一
月
、
木
村
氏
の
宴
に
招
か
れ
た
。

　
　
　

韻い
ん

字じ

を
分
け
あ
っ
て
遇ぐ

う

韻い
ん

を
得
た
。

　

毎
年
穀
物
が
斉
の
屨く

つ

の
よ
う
に
安
く
、
天
下
の
武
士
た
ち
は
み
な
哀
し
そ
う
に
叫

ん
で
い
る
。
公
儀
の
収
益
は
百
二
十
万
石
。
穀
物
の
値
段
を
均
等
に
す
る
に
は
、
も

と
も
と
不
足
し
て
い
る
地
方
へ
相
互
に
輸
送
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。
大
富
豪
た
ち
の

徳
が
高
い
と
い
う
こ
と
は
、
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
。
畿
内
の
物
価
情
勢
は
恐
ろ
し

い
も
の
が
あ
る
。　

　

我
が
広
島
藩
に
は
劉
晏
の
よ
う
な
才
覚
の
あ
る
人
物
が
い
て
、
藩
の
財
政
は
依
然
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と
し
て
両
州
の
賦ふ

を
得
て
い
る
。
政
治
が
騒
が
し
く
な
け
れ
ば
心
も
静
か
で
あ
る
こ

と
を
知
り
、
裏
の
畑
に
は
客
を
引
き
入
れ
る
た
め
に
斜
め
に
路
を
付
け
た
。
春
の
風

に
は
ま
だ
寒
さ
が
感
じ
ら
れ
、
十
五
夜
の
後
の
月
が
梅
の
木
に
か
か
っ
て
い
る
。
赤
々

と
獣
炭
が
燃
え
て
い
る
爐
で
は
、
越
前
の
鱈た

ら

と
浪
速
の
芋
が
供
さ
れ
て
い
る
。

〔
朱
批
〕　

商
い
を
す
る
時
の
口
ぶ
り
が
詩
に
持
ち
込
ま
れ
て
い
る
が
、
俗
っ
ぽ
く
な
っ
て
い
な
い
。

　

36　

丁
卯
書
事　
　
　
　

丁て
い

卯ぼ
う　

事こ
と

を
書し

ょ
　
　す

淫
雨
連
旬
水
潦
張　
　
　

淫い
ん

雨う 

連れ
ん

旬じ
ゅ
ん

　

水す
い
ろ
う潦

張み
な
ぎり

宣
房
誰
識
福
將
殃　
　
　

宣せ
ん
ぼ
う房

誰た
れ

か
識し

　

ら
ん　

福ふ
く 

将ま
さ
　
　に

殃
わ
ざ
わ
いな

ら
ん
と
す
る
を

玉
關
符
節
謝
西
域　
　
　

玉
ぎ
ょ
く
か
ん

関
の
符ふ

せ

つ節　

西さ
い
い
き域

を
謝

し
ゃ
　
　
　し

紫
塞
版
圖
通
朔
方　
　
　

紫し

塞さ
い

の
版は

ん

と図　

朔さ
く
ほ
う方

に
通つ

う

ず

已
睹
夷
吾
平
糴
價　
　
　

已す
で

に
睹み

る　

夷い

吾ご 

糴て

き

か価
を
平た

い
　
　
　
　

ら
か
に
す
る
を

還
聞
吉
甫
啓
戒

（
戎
）

行　
　
　

還ま

た
聞き

　く 

吉き
つ

甫ほ 
 

戎
じ
ゅ
う

行こ
う

を
啓ひ

ら
　
　く

と

幾
家
閨
婦
遲
邊
報　
　
　

幾い

く

か家
の
閨け

い

ふ婦　

辺へ
ん
ほ
う報

を
遅ま

ち

唯
顧
不
迨
薇
蕨
剛　
　
　

唯た
だ

願ね
が
　
　う　

薇び

蕨け
つ

の
剛ご

う

に
迨お

よ

ば
ざ
る
を

　

『
山
陽
詩
鈔
』
巻
一
『
頼
山
陽
全
書 

詩
集
』
巻
四
所
収
。
。
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
の
作
。

【
語
釈
】　

〔
淫
雨
〕
長
く
降
り
続
く
雨
。
長
雨
。　

〔
張
〕
こ
こ
で
は
水
が
漲
る
の
意
で
用
い
る
。

『
詩
鈔
』
で
は
「
漲
」
に
改
め
る
が
、
こ
れ
に
次
韻
し
た
叔
父
春
風
の
詩
（
『
頼
山
陽
全
書 

詩
集
』

収
録
）
で
も
第
一
句
末
字
は
「
張
」
に
な
っ
て
お
り
。
本
来
は
「
張
」
が
正
し
い
。〔
水
潦
〕
大
雨
。

大
水
。 

雨
が
降
っ
た
あ
と
の
た
ま
り
み
ず
。〔
宣
房
〕
元
封
二
年
（
紀
元
前
一
〇
九
年
）
、
堤
防
が

決
壊
し
た
ま
ま
二
十
数
年
間
放
置
さ
れ
て
い
た
黄
河
沿
い
の
東
郡
瓠
子
に
お
い
て
、
前
漢
の
武

帝
は
治
水
事
業
を
行
い
、
工
事
が
終
了
す
る
と
堤
防
の
上
に
宣
房
宮
と
い
う
建
物
を
建
て
さ
せ

た
。
こ
の
大
規
模
な
治
水
事
業
を
「
宣
房
の
治
水
」
と
い
い
、「
宣
房
塞
が
り
て
、
万
福
来
た
る
」

と
歌
わ
れ
た
。〔
玉
關
〕
玉
門
関
の
こ
と
。
西
域
の
玉
を
漢
土
に
運
ぶ
と
き
に
通
る
関
。 

中
国
漢

代
、
万
里
の
長
城
の
西
端
に
置
か
れ
た
関
所
。
陽
関
と
共
に
西
域
へ
の
要
衝
で
あ
っ
た
。
現
在

の
甘

か
ん
し
ゅ
く
し
ょ
う
と
ん
こ
う

粛
省
敦
煌
県け

ん

の
西
。
盛
唐
の
詩
人
・
王
之
渙
の
「
涼
州
詞
」
に
「
春
光
度わ

た

ら
ず　

玉
門
関
」

の
句
あ
り
。〔
符
節
〕
わ
り
ふ
。
て
が
た
。『
周
礼
』
地
官
・
掌
節
に
「
門
關
に
は
符
を
用
て
し
、
賄

に
は
璽
（
印
璽
の
し
る
し
）
を
用
て
し
、
路
に
は
旌
を
用
て
す
」
と
あ
る
。〔
紫
塞
〕
万
里
の
長
城
。

こ
こ
で
は
、
こ
の
年
に
設
置
さ
れ
た
松
前
奉
行
を
指
し
て
い
る
。
松
前
奉
行
は
、
江
戸
時
代
後

期
に
，
蝦
夷
地（
北
海
道
）松
前
に
置
か
れ
た
遠
国
奉
行
。
ロ
シ
ア
船
の
来
航
に
対
応
す
る
た
め
、

こ
の
年
（
文
化
四
年
）
三
月
に
蝦
夷
地
全
域
を
幕
府
直
轄
領
と
し
、
そ
れ
ま
で
の
箱
館
奉
行
を
改

称
し
て
松
前
奉
行
を
新
設
し
、
定
員
も
増
や
し
て
蝦
夷
地
支
配
と
北
辺
警
備
に
あ
た
っ
た
。
文

政
四
年
（
一
八
二
一
）
、
蝦
夷
地
の
松
前
藩
へ
の
返
還
に
よ
り
廃
止
。〔
版
図
〕
一
国
の
領
域
。
領

土
。 

〔
朔
方
〕 

漢
の
武
帝
が
匈
奴
を
討
っ
て
オ
ル
ド
ス
（
鄂
爾
多
斯
）
の
地
に
置
い
た
郡
名
。
こ

こ
で
は
蝦
夷
地
を
指
す
。 

〔
夷
吾
〕
管
仲
（
？
―
前
六
四
五
）
の
名
。
管
仲
は
中
国
春
秋
時
代
斉

の
政
治
家
。
公
子
糾
（
？
―
前
六
九
五
）
の
臣
下
で
、
糾
と
桓
公
と
の
公
位
争
い
で
糾
が
敗
れ
た

た
め
捕
虜
と
な
っ
た
が
、
桓
公
の
臣
下
の
鮑
叔
牙
の
推
薦
で
用
い
ら
れ
て
宰
相
と
な
っ
た
。
以

後
、
桓
公
を
助
け
て
富
国
強
兵
政
策
を
進
め
た
。
対
外
的
に
は
北
方
の
夷
狄
，
南
方
の
楚
の
侵

入
を
撃
退
し
て
中
原
の
諸
国
を
防
衛
し
た
。
こ
こ
で
は
択
捉
方
面
の
警
備
の
た
め
蝦
夷
地
に

赴
い
た
若
年
寄
堀
田
正
敦
（
一
七
五
八
～
一
八
三
二
）を
指
し
て
い
る
。〔
吉
甫
〕
尹い

ん

吉き
っ

甫ぽ

。
周
の

宣
王
の
臣
下
で
、
異
民
族
で
あ
る
玁け

ん
い
ん狁

を
征
伐
し
た
。〔
戎
行
〕
軍
人
の
集
団
の
行
列
。
軍
隊
の
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隊
列
。「
詩
稿
」
は
「
戎
」
を
「
戒
」
に
作
る
が
、
誤
り
で
あ
ろ
う
。「
戎
」
に
改
め
て
解
釈
す
る
。〔
薇

蕨
剛
〕『
詩
経
』
小
雅
・
采
薇
に
「
薇
を
采
り
薇
を
采
る
。
薇
も
亦
た
剛こ

わ

し
」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
、

兵
役
が
長
び
く
こ
と
を
い
う
。

【
訳
】

　
　
　

丁て
い

卯ぼ
う

の
年
の
出
来
事
を
書
く

　

十
日
以
上
降
り
続
い
た
雨
に
よ
っ
て
水
が
溢
れ
、
漢
の
武
帝
が
築
い
て
福
を
も
た

ら
す
と
歌
わ
れ
た
堤
防
に
も
災
異
が
起
こ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
武
帝
が
玉
門
関
を
閉

じ
て
西
域
と
の
交
易
を
絶
っ
た
よ
う
に
、
幕
府
は
長
崎
に
来
た
ロ
シ
ア
の
要
請
を
許

さ
ず
、
朔
方
郡
を
置
い
て
長
城
を
北
に
延
ば
し
た
よ
う
に
蝦
夷
に
迫
っ
た
ロ
シ
ア
に

対
し
松
前
奉
行
を
置
い
て
版
図
を
広
げ
よ
う
と
し
た
。

　

国
内
で
は
松
平
定
信
が
米
価
の
高
騰
を
抑
え
て
人
心
を
落
ち
着
か
せ
、
北
方
の
警

備
に
若
年
寄
の
堀
田
正ま

さ
あ
つ敦

を
向
か
わ
せ
た
と
聞
く
。
し
か
し
、
北
方
警
備
に
赴
い
た

将
士
の
妻
た
ち
は
夫
か
ら
の
便
り
を
待
ち
わ
び
、
冬
に
な
ら
ぬ
う
ち
に
帰
っ
て
き
て

欲
し
い
と
願
っ
て
い
る
。

　

37　

城
門
失
火
。
謝
龍
山
師　
　

城
じ
ょ
う
も
ん門

火ひ

を
失し

っ
　
　す

。
龍

り
ゅ
う

山ざ

ん

し師
に
謝し

ゃ

す

炎
威
不
及
冷
官
居　
　

炎え
ん

威い

及お
よ
　
　
　
　
　

ば
ず　

冷れ
い
か
ん官

の
居き

ょ

無
恙
空
床
琴
與
書　
　

恙つ
つ
が
な無

し　

空く
う

床し
ょ
う

　

琴き
ん

と
書し

ょ

と

多
謝
遠
公
修
尺
一　
　

多た

謝し
ゃ
　
　す　

遠え
ん

公こ
う

の
尺せ

き

一い
つ

を
修

お
さ
　
　
　め

城
門
炎
後
問
池
魚　
　

城
じ
ょ
う
も
ん

門　

炎え

ん

ご後 

池ち

ぎ

ょ魚
を
問と

　う
を　
　
　

　

『
頼
山
陽
全
書　

詩
集
』
巻
四
所
収
。
文
化
四
年
四
月
二
十
三
日
の
作
と
い
う
。
同
日
の
「
梅

颸
日
記
」
に
は
「
六
丁
目
ゟ
出
火
、
三
丁
目
三
原
や
近
所
ニ
て
止
。
さ
ん
み
小
路
屋
敷
七
軒
斗
焼

る
。
飛
火
の
由
」
と
あ
る
。

【
語
釈
】　

〔
龍
山
師
〕
僧
の
名
と
思
わ
れ
る
が
未
詳
。〔
冷
官
〕
閑
職
。〔
遠
公
〕
東
晋
の
高
僧
・

慧え

お

ん遠
（
三
三
四
～
四
一
六
）
の
こ
と
だ
が
、
こ
こ
で
は
「
龍
山
師
」
を
指
し
た
呼
び
名
か
。〔
尺
一
〕

書
簡
。
手
紙
。
明
代
の
白
話
小
説
（
口
語
体
で
書
か
れ
た
中
国
の
小
説
）『
古こ

こ

ん今
小し

ょ
う
せ
つ

説
』
巻
十
一

「
趙
伯
昇
茶
肆
遇
仁
宗
」
に
、
趙
大
官
人
か
ら
の
手
紙
に
感
謝
す
る
趙
旭
の
詩
に
「
多
謝
す　

貴

人
の
尺
一
を
修
む
る
を
」
と
あ
る
。 

〔
城
門
炎
後
問
池
魚
〕
中
国
宋
代
の
説
話
物
語
集
『
太
平
広

記
』
巻
四
六
六
に
引
く
『
風
俗
通
』
に
「
城
門
火
を
失
し
、
禍 

池
魚
に
及
ぶ
」
と
あ
り
、
宋
の
城

門
で
火
事
が
起
こ
っ
た
時
、
池
の
水
で
消
火
し
た
た
め
、
池
の
水
が
無
く
な
り
、
魚
が
死
ん
だ

と
あ
る
。

【
訳
】

　
　
　

城
門
の
火
事
。
龍
山
師
に
感
謝
す
る
。

　

火
事
の
火
の
手
は
閑
職
に
あ
る
者
の
家
に
は
及
ば
ず
、
空
っ
ぽ
の
寝
床
と
琴
と
書

と
に
は
何
事
も
起
き
て
い
な
い
。
遠
公
（
龍
山
を
指
す
）
が
手
紙
を
下
さ
っ
て
、
城
門

で
の
火
事
の
後
、
池
の
魚
の
こ
と
を
御
心
配
い
た
だ
い
た
の
は
と
て
も
あ
り
が
た
い
。

　

38　

仲
春
泛
舟
港
口
。
時
羽
隅
君
千
強
、
將
之
浪
華
。
得
人
字

　
　
　
　

仲
ち
ゅ
う
し
ゅ
ん春

舟ふ
ね

を
港こ

う
こ
う口

に
泛う

か

ぶ
。
時と

き

に
羽は

す
み
く
ん
せ
ん
き
ょ
う

隅
君
千
強
、
将ま

さ
　
　に

浪な

に

わ華
に
之ゆ

か
ん
と
す
。
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人じ
ん

の
字じ

を
得え

　

　

た
り

柳
眼
蘆
芽
濶
嶼
春　
　
　

柳
り
ゅ
う
が
ん
　
ろ
　

眼
蘆
芽が　

濶ひ
ろ
し
ま嶼

の
春は

る

依
稀
風
景
似
黄
津　
　
　

依い

稀き

た
る
風ふ

う
け
い景 

黄き

づ津
に
似に

　

　

　

た
り

蘭
舟
佗
日
傲
遊
處　
　
　

蘭ら
ん

舟し
ゅ
う

　

佗た

じ

つ日 

傲ご
う
ゆ
う遊

の
処

と
こ
ろ

別
酒
無
忘
共
故
人　
　
　

別べ
つ

酒し
ゅ　

忘わ
す

る
る
無な

か
れ　

共と
も

に
故こ

じ

ん人

　

『
頼
山
陽
全
書　

詩
集
』
巻
四
所
収
「
仲
春
泛
舟
港
口
。
時
羽
隅
君
千
強
、
將
之
浪
華
。
得
人

字
。
」
。
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
作
。「
春
水
日
記
」
二
月
二
十
八
日
の
条
に
「
児
輩
舟
遊
」
と
あ

り
、『
與
楽
叢
書
』（
浅
野
文
文
庫
、
広
島
市
立
中
央
図
書
館
蔵
）
の
「
春
水
詩
稿
」
に
「
寺
川
子
強

汎
舟
分
得
楊
字
」
七
言
律
詩
が
あ
る
。『
全
書　

全
伝　

上
巻
』
二
月
二
十
八
日
に
「
寺
川
庄
助
、

大
坂
蔵
屋
敷
詰
餞
別
舟
遊
ニ
、
素
平
同
伴
」
と
あ
り
、
寺
川
庄
助
が
寺
川
子
強
と
思
わ
れ
る
。「
詩

稿
」
に
は
羽
隅
君
千
強
と
あ
る
が
、
千
強
は
子
強
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
寺
川
子
強
に
つ
い
て
は

不
詳
。

【
語
釈
】　

〔
柳
眼
〕
柳
の
若
芽
。〔
蘆
芽
〕
蘆
の
芽
。〔
依
稀
〕
は
っ
き
り
し
な
い
様
子
。
か
す
か
な

さ
ま
。
ほ
の
か
な
さ
ま
。〔
濶
嶼
〕
濶
は
広
い
、
嶼
は
し
ま
、
小
島
の
意
で
、
広
島
を
指
す
。
広
島

の
名
は
、
天
正
十
七
年
(
一
五
八
九
)
に
毛
利
輝
元
が
広
島
城
築
城
の
鍬
入
れ
の
時
に
命
名
し

た
と
さ
れ
る
。
広
島
市
内
を
流
れ
る
太
田
川
の
三
角
州
（
デ
ル
タ
）
に
点
在
す
る
島
の
中
で
最

も
広
い
島
を
選
ん
だ
こ
と
か
ら
「
広
島
」
と
命
名
し
た
と
さ
れ
る
。〔
黄
津
〕
木
津
。
現
在
の
京

都
府
木
津
川
市
。
木
津
川
の
河
港
。〔
依
稀
〕
は
っ
き
り
し
な
い
様
子
。
か
す
か
な
さ
ま
。
ほ
の

か
な
さ
ま
。〔
傲
遊
〕
遨
遊
に
同
じ
。
さ
か
ん
に
遊
ぶ
。
自
在
に
遊
ぶ
。
蘇
軾
の
「
前
赤
壁
賦
」
に

「
飛
仙
を
挟
ん
で
以
て
遨ご

う
ゆ
う遊

す
」
と
あ
る
。〔
蘭
舟
〕モ
ク
レ
ン
で
作
っ
た
舟
。
小
舟
の
美
称
。「
赤

壁
賦
」
に
「
桂

か
つ
ら

の
櫂さ

お　

蘭ら
ん

の
槳か

い

、
空く

う

明め
い

に
撃う

ち
て
流

り
ゅ
う
こ
う

光
に
泝

さ
か
の
ぼる

」
と
あ
る
。〔
佗
日
〕「
他
日
」
に
同

じ
。
以
前
。〔
別
酒
〕
送
別
の
宴
。〔
故
人
〕
昔
の
友
人
。
古
く
か
ら
の
友
だ
ち
。

【
訳
】

　
　
　

（
陰
暦
）
二
月
舟
を
入
江
に
浮
か
べ
る
。
羽
隅
千
強
（
寺
川
子
強
か
）
君
が

　
　
　

ま
さ
に
大
坂
に
赴
こ
う
と
し
て
い
る
。「
人
」
の
韻
字
を
得
た

　

柳
や
蘆
が
芽
吹
い
て
い
る
広
島
の
春
、
ぼ
ん
や
り
と
霞
ん
だ
景
色
は
木
津
川
口
と

よ
く
似
て
い
る
。
こ
こ
で
モ
ク
レ
ン
の
舟
に
乗
っ
て
盛
ん
に
遊
び
、
送
別
の
酒
を
酌

み
交
わ
し
た
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
。
お
互
い
古
く
か
ら
の
友
人
な
の
だ
か
ら
。

　

39　

常
照
庵
集
。
有
竹
筍
之
供
。
戯
賦
呈
主
人　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

常
じ
ょ
う

照
し
ょ
う

庵あ
ん

の
集

し
ゅ
う

。
竹ち

く

筍じ
ゅ
んの

供き
ょ
う
あ有

り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

戯
た
わ
む
　
　

れ
に
賦ふ

　

　

　

し
て
主し

ゅ
じ
ん人

に
呈て

い
　
　す

君
屠
籜
龍
去　
　
　
　

君き
み

は
籜た

く

竜り
ょ
うを

屠ほ
ふ
　
　り

去さ

　り

向
我
腹
中
藏　
　
　
　

我わ

が
腹

ふ
く
ち
ゅ
う

中
に
向お

い
て
蔵ぞ

う
　
　す

（
朱
批
）
善
謔　
　
　
　
　
　

（
朱
批
）
善

ぜ
ん
ぎ
ゃ
く謔

唯
恐
生
鱗
甲　
　
　
　

唯た

だ
恐お

そ

る　

鱗り
ん

甲こ
う

を
生

し
ょ
う
　
　じ

撓
撩
錦
繡
腸　
　
　
　

錦
き
ん
し
ゅ
う

繡
の
腸

は
ら
わ
たを

撓
じ
ょ
う
り
ょ
う

撩
し
た
る
を

【
語
釈
】　

〔
籜
龍
〕
た
け
の
こ
。〔
生
鱗
甲
〕
唐
の
陳ち

ん

陶と
う

の
「
竹
十
一
首
」
其
四
に
「
鱗
甲
を
生
じ
て

尽
く
竜
と
為
る
を
恐
る
」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
、
タ
ケ
ノ
コ
に
鱗
と
甲
羅
が
生
じ
て
竜
に
変
化
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す
る
こ
と
を
い
う
。〔
撓
撩
〕
撓
も
撩
も
、
乱
す
の
意
。〔
錦
繡
腸
〕
詩
文
の
才
に
富
ん
で
い
る
こ
と
。

豊
か
な
詩
情
。

　

『
頼
山
陽
全
書　

詩
集
』
巻
四
所
収
「
常
照
庵
集
。
有
竹
筍
之
供
。
戯
賦
呈
主
人
。
」
。
文
化
四

年
三
月
の
作
。

【
訳
】

　
　
　
　

常
照
庵
の
集
ま
り
。
筍

た
け
の
こで

供
き
ょ
う
お
う

応
さ
れ
た
。

　
　
　
　

戯
た
わ
む
　
　

れ
に
こ
の
詩
を
詠
ん
で
主
人
に
呈
す
る

　

君
は
筍
を
さ
ば
い
て
、
私
の
腹
の
中
に
収
め
た
。（
朱
批
）
巧
み
な
冗
談
。

　

腹
中
の
筍
が
鱗

う
ろ
こ

や
甲こ

う

ら羅
を
生
じ
て
竜
に
な
り
、
私
の
詩
文
の
才
を
か
き
乱
し
て
し

ま
う
の
で
は
な
い
か
と
恐
れ
て
い
る
。

　

40　

訪
靚
斎　
　
　
　
　

靚せ
い

斎さ
い

を
訪た

ず

ぬ

有
酒
有
琴
聊
可
娯　
　
　

酒さ
け

有あ

　り　

琴き
ん

有あ

　り　

聊
い
さ
さ
　
　か

娯た
の

し
む
べ
し

蕭
然
吏
隠
一
環
堵　
　
　

蕭
し
ょ
う
ぜ
ん

然
と
し
て　

吏り

隠い
ん

す　

一い
ち
か
ん環

堵ど

迎
賓
指
點
階
前
樹　
　
　

賓ひ
ん

を
迎む

か
　
　え　

指し

点て
ん
　
　す　

階か
い
ぜ
ん前

の
樹じ

ゅ

近
日
倍
栽
五
六
株　
　
　

近き
ん
じ
つ日 

倍ば
い
さ
い栽

し
た
る　

五ご

ろ

く六
の
株し

ゅ

　

『
頼
山
陽
全
書　

詩
集
』
巻
四
所
収
「
訪
静
斎
」
。
文
化
四
年
の
作
。「
春
水
日
記
」
二
月
五
日

の
条
に
「
晩
過
静
斎
、
相
携
過
岩
戸
」
と
あ
り
。
あ
る
い
は
こ
の
日
の
作
か
（
「
梅
颸
日
記
」
に
は

記
載
な
し
）
。

【
語
釈
】　

〔
静
斎
〕
広
島
藩
士
岡
田
嘉
祐
の
こ
と
。
33
参
照
。〔
蕭
然
吏
隠
一
環
堵
〕「
吏
隠
」
は
、

低
い
官
職
に
と
ど
ま
り
、
俸
給
を
受
け
な
が
ら
隠
逸
す
る
こ
と
。「
環
堵
」
は
小
さ
く
狭
い
家
の

こ
と
。「
蕭
然
」
は
み
す
ぼ
ら
し
く
さ
び
し
い
さ
ま
。
陶
淵
明
の
「
五
柳
先
生
伝
」
の
「
環
堵
蕭
然

と
し
て
風
日
を
蔽
わ
ず
」（
風
や
日
差
し
を
遮
る
こ
と
も
で
き
な
い
く
ら
い
み
す
ぼ
ら
し
い
）を

踏
ま
え
る
。〔
階
前
〕
階
段
の
前
。
ま
た
、
庭
先
。
庭
前
。〔
倍
栽
〕「
倍
」
は
「
培
」
の
誤
記
か
。『
全

書　

詩
集
』
で
は
「
培
」
に
作
る
。
こ
こ
で
は
「
培
」
の
意
味
で
解
釈
し
た
。〔
五
六
株
〕「
株
」
は

木
を
数
え
る
助
数
詞
。「
五
柳
先
生
伝
」
の
「
宅
辺
に
五
柳
樹
有
り
」
を
踏
ま
え
る
。

【
訳
】　
　

　
　
　
　

静
斎
を
訪
ね
る

　

こ
こ
に
は
酒
が
有
り
、
琴
が
あ
る
。
聊

い
さ
さ

か
楽
し
も
う
で
は
な
い
か
。
こ
の
見
す
ぼ

ら
し
い
小
さ
な
一
軒
家
に
藩
士
の
身
分
の
ま
ま
隠
棲
し
て
い
る
。
客
を
迎
え
て
指
さ

す
庭
先
の
樹
々
は
、
最
近
植
え
た
と
い
う
五
六
本
だ
。

　

41　

丁
卯
正
月
十
三
日
、
集
松
石
亭
。
分
得
枝
字
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

丁て
い

卯ぼ
う

正
し
ょ
う
が
つ月

十
三
日
、
松

し
ょ
う
せ
き
て
い

石
亭
に
集

つ
ど
　
　
　

う
。
分わ

か
ち
て
枝え

だ

の
字じ

を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

得え

　

　

た
り

韶
光
已
過
十
三
日　
　
　

韶
し
ょ
う
こ
う光 

 

已す
で

に
過す

　
　
　ぐ　

十
じ
ゅ
う
さ
ん
に
ち

三
日

花
樹
已
開
千
萬
枝　
　
　

花か

じ

ゅ樹　

已す
で

に
開ひ

ら
　
　く　

千せ
ん
ま
ん万

の
枝え

だ
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秉
燭
盡
歡
歡
未
盡　
　
　

燭
し
ょ
く

を
秉と

り
て 

 

歓か
ん

を
尽つ

く
　
　す

も 

歓か
ん

未い
ま
　
　だ

尽つ

　

　

き
ず

還
將
春
盡
卜
佳
期　
　
　

還ま

た
将ま

さ
　
　に

春は
る

尽つ

　

　

き
ん
と
し
て
佳か

き期
を
卜ぼ

く
　
　す

（
朱
批
）　

作
更
何
若　
　
　
　
　
　
　

更こ
う
　
　に

作つ
く

れ
ば
何い

若か
ん

　

『
頼
山
陽
全
書　

詩
集
』
巻
四
所
収
。
文
化
四
年
一
月
十
三
日
の
作
と
い
う
。
松
石
亭
は
広
島

藩
士
賀
美
公
台
の
室
名
。
。
賀
美
公
台
は
、
広
島
藩
士
で
、
名
は
通
、
字
は
公
臺
、
通
称
は
喜
和

馬
。
古
学
を
修
め
、
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
に
奥
詰
と
な
り
、
修
業
堂
の
教
授
と
な
っ
た
。
梅

園
太
嶺
の
没
後
、
跡
を
継
い
で
教
頭
と
な
っ
た
。
春
水
と
親
交
が
あ
り
、
文
化
九
年（
一
八
一
二
）

十
一
月
二
十
二
日
に
歿
し
た
。
享
年
五
十
八
歳
（
玉
井
源
作
『
芸
備
先
哲
伝
』
廣
島
積
善
館　

一
九
二
五
年
に
よ
る
）
。「
春
水
日
記
」
に
「
夕　

過
江
田
及
松
石
館
」
と
あ
り
、
山
陽
も
春
水
に

同
行
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

【
語
釈
】　

〔
韶
光
〕
う
ら
ら
か
な
春
の
光
。〔
秉
燭
〕
手
に
灯
火
を
持
つ
。
李
白
「
春
夜
桃
李
園
に

宴
す
る
の
序
」
に
「
古
人
燭
を
秉
り
て
夜
遊
ぶ
」
と
あ
る
。〔
佳
期
〕
よ
い
時
期
。

【
訳
】

　
　
　
　

�

丁
卯
の
年
の
正
月
十
三
日
、
松
石
亭
に
集
ま
る
。
韻
を
分
け
合
っ
て
枝
の

字
を
得
た

　

う
ら
ら
か
な
新
春
を
迎
え
、
す
で
に
十
三
日
が
過
ぎ
、
梅
の
樹
の
枝
と
い
う
枝
に

は
す
で
に
花
が
開
い
て
い
る
。
灯
火
を
と
も
し
て
夜
も
大
い
に
楽
し
ん
だ
が
ま
だ
遊

び
足
り
な
い
。
今
ま
た
ま
さ
に
春
が
終
わ
ろ
う
と
し
て
、
よ
い
時
期
が
な
い
か
占
っ

て
い
る
。

（
朱
批
）　

（
「
還
」
の
字
を
）「
更
」
に
し
て
み
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　

42　

春
盡
。
集
松
石
亭　
　
　

春
し
ゅ
ん
じ
ん

尽
。
松

し
ょ
う
せ
き
て
い

石
亭
に
集つ

ど

う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

還
將
春
盡
卜
幽
期　
　
　

還ま

た
将ま

さ
　
　に

春は
る

尽つ

　き
ん
と
し
て　

幽ゆ

う

き期
を
卜ぼ

く
　
　し

餞
送
東
君
幾
首
詩　
　
　

東と
う

君く
ん

を
餞せ

ん

送そ
う

す　

幾い
く
し
ゅ首

の
詩し

新
樹
深
苔
微
雨
後　
　
　

新し
ん
じ
ゅ樹　

深し
ん

苔た
い　

微び

う雨
の
後の

ち

幽
情
更
覺
勝
花
時　
　
　

幽ゆ
う

情
じ
ょ
う 

更さ
ら
　
　に

覚お
ぼ

ゆ　

花か

時じ

に
勝ま

さ

る
を

　

『
頼
山
陽
全
書　

詩
集
』
巻
四
所
収
「
春
盡
。
集
松
石
亭
」
。
文
化
四
年
三
月
三
十
日
の
作
。

「
梅
颸
日
記
」
に
「
賀
美
被
招
御
出
、
久
権
同
様
」
と
あ
る
。

【
語
釈
】　

〔
春
尽
〕
春
が
終
わ
る
こ
と
。
春
の
末
。〔
幽
期
〕
幽
隠
と
の
約
束
。
幽
隠
は
、
世
を
逃
れ
、

隠
れ
住
む
人
、
の
意
。
こ
こ
で
は
承
句
の
「
東
君
」
。
中
唐
の
詩
人
・
賈
島
（
七
七
九
～
八
四
三
）

の
詩
「
李
凝
の
幽
居
に
題
す
」
の
結
句
に
「
幽
期 

言
に
負そ

む

か
ず
」
と
あ
る
。〔
東
君
〕 

春
の
神
。〔
新

樹
〕
新
緑
の
樹
木
。〔
微
雨
〕
小
雨
。
中
唐
の
詩
人
・
韋
応
物
（
七
三
七
～
？
）
の
詩
「
幽
居
」
に
「
微

雨　

夜
来
過
ぐ　

知
ら
ず 

春
草
の
生
ず
る
を
」
と
あ
る
。〔
幽
情
〕
高
雅
な
心
情
。
晋
・
王
羲
之

の
「
蘭
亭
序
」
に
「
絲
竹
管
弦
の
盛
ん
な
る
無
し
と
雖
も
、
一
觴
一
詠
、
亦
た
以
て
幽
情
を
暢
敍

す
る
に
足
る
」
と
あ
る
。〔
花
時
〕
花
が
咲
く
季
節
、
す
な
わ
ち
春
の
こ
と
。

【
訳
】

　
　
　
　

春
の
終
わ
り
。
松

し
ょ
う
せ
き
て
い

石
亭
に
集
ま
る

　

今
ま
さ
に
春
が
終
わ
ろ
う
し
て
い
る
な
か
、
こ
の
隠
者
と
今
度
い
つ
会
え
る
か
と

占
い
、
春
の
神
の
旅
立
ち
の
餞
に
何
首
の
詩
を
贈
っ
た
だ
ろ
う
。
小
雨
が
降
っ
た
後

に
は
、
新
緑
と
苔
と
が
青
々
と
し
て
、
こ
の
高
雅
な
風
情
は
花
の
咲
く
春
に
も
勝
っ
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て
い
る
。

　

43　

或
贈
京
醞
名
鴨
川
者　
　

或あ
る

ひ
と
京

き
ょ
う
う
ん

醞
の
鴨か

も
が
わ川

と
名な

　

　

づ
く
者も

の

を
贈お

く
　
　る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

誰
醸
鴨
川
鴨
頭
綠　
　
　

誰た
れ

か
醸

か
も
　
　
　
　
　

さ
ん　

鴨か
も
が
わ川 

鴨お
う
と
う頭

の
緑

み
ど
り

齎
歸
千
里
入
金
杯　
　
　

千せ

ん

り里
を
齎せ

い

き帰
し
て　

金き
ん
は
い杯

に
入い

　る

醸
茲
輦
下
汪
洋
水　
　
　

茲こ

の
輦れ

ん

か下　

汪お
う

洋よ
う

の
水み

ず

を
醸か

も
　
　し　

澆
我
胸
中
磊
塊
來　
　
　

我わ

　が
胸

き
ょ
う
ち
ゅ
う

中
の
磊ら

い

塊か
い

に
澆そ

そ

ぎ
来き

た
　
　る

　

『
頼
山
陽
全
書　

詩
集
』
巻
四
所
収
「
或
贈
京
醞
名
鴨
川
者
」
文
化
四
年
の
作
。

【
語
釈
】　

〔
鴨
頭
緑
〕
鴨
の
首
の
毛
の
よ
う
な
緑
色
。
李
白
の
詩
「
襄
陽
歌
」
の
中
の
二
句
「
遙
か

に
看
る　

漢
水 

鴨
頭
の
緑　
　

恰
か
も
葡
萄
の
初
め
て
醗
醅
す
る
に
似
た
り
」
を
踏
ま
え
た

も
の
。〔
齎
帰
〕
持
っ
て
帰
っ
て
く
る
。〔
金
杯
〕
黄
金
の
さ
か
ず
き
。「
襄
陽
歌
」
に
も
「
何
ぞ
如し

か
ん　

月
下
に
金き

ん
ら
い罍

を
傾
く
る
に
」
と
あ
る
。〔
醸
茲
〕『
頼
山
陽
全
書　

詩
集
』
は
「
将
斯
」
に

作
る
。〔
輦
下
〕
輦れ

ん
こ
く轂

（
天
子
の
乗
り
物
）
の
下
。 

天
子
の
膝
元
。〔
汪
洋
〕
水
量
が
豊
富
で
、
水
面

が
遠
く
広
が
っ
て
い
る
さ
ま
。〔
磊
塊
〕
胸
中
に
積
も
っ
て
い
る
、
世
情
や
自
分
の
運
命
な
ど
に

対
す
る
い
き
ど
お
り
。 

心
の
わ
だ
か
ま
り
。

【
訳
】

　
　
　
　

あ
る
人
が
「
鴨
川
」
と
い
う
名
の
京
都
の
酒
を
贈
っ
て
く
れ
た

　

鴨
川
の
緑
色
の
水
を
誰
が
醸
し
た
の
か
。
遠
く
都
か
ら
運
ば
れ
、
黄
金
の
杯
に
注

が
れ
て
い
る
。
こ
の
天
子
の
お
膝
元
の
豊
か
な
流
れ
を
醸
し
て
、
私
の
胸
中
の
わ
だ

か
ま
り
に
注
ぎ
込
ん
で
く
れ
る
。

　

44　

家
王
父
廿
五
回
忌
辰
。
家
翁
會
客
。
賦
詩

　
　
　
　
　
　
　
　

家か

王お
う

父ふ

廿
五
回
忌き

辰し
ん

。
家か

翁お
う

客
を
会あ

つ

む
。
詩
を
賦ふ

す

臘
醅
寒
氣
薄　
　
　
　

臘ろ
う

醅は
い　

寒か

ん

き気
薄う

す
　
　く　

春
燭
雨
聲
多　
　
　
　

春
し
ゅ
ん
し
ょ
く燭

雨う

声せ
い
お
お多

し

金
蘭
同
几
席　
　
　
　

金き
ん
ら
ん
き
せ
き

蘭
几
席
を
同お

な

じ
う
し

桑
梓
隔
山
河　
　
　
　

桑そ

う

し

さ

ん

が

梓
山
河
を
隔へ

だ

つ　
　
　
　
　
　
　
　

祖
風
賴
無
墜　
　
　
　

祖そ

ふ

う風
頼さ

い
わ
　
　

い
に
墜お

つ
る
無な

　く　

父
執
亦
匪
他　
　
　
　

父ふ
し
ゅ
う執

亦ま

た
他た

に
匪あ

ら

ず　
　
　
　
　
　

 

侍
飲
吾
忘
倦　
　
　
　

侍じ

い

ん

わ

れ

う

飲
吾
倦
む
を
忘わ

す

る

其
如
宵
短
何　
　
　
　

其そ

の
宵よ

い

の
短

み
じ
か
　
　

き
を
如い

何か
ん

せ
ん　
　
　
　

 

　

『
山
陽
詩
鈔
』
巻
一
所
収
「
丁
卯
二
月
先
王
父
肜
日
侍
家
翁
會
諸
知
旧
言
志
」
の
初
案
。『
頼
山

陽
全
書　

詩
集
』
巻
四
に
は
「
丁
卯
二
月
一
日
先
王
父
肜
日
侍
家
翁
会
諸
知
旧
言
志
」
の
詩
題

で
収
め
る
。
文
化
四
年
二
月
一
日
の
作
。

【
語
釈
】　

〔
家
王
父
〕
祖
父
の
頼
亨こ

う

翁お
う（

諱
は
惟た

た

清す
が

）
を
指
す
。「
王
父
」
は
祖
父
。〔
忌
辰
〕
命
日
。

〔
家
翁
〕
父
春
水
（
諱
は
惟
完
）
を
指
す
。「
家
翁
」
は
家
長
。〔
臘
醅
〕
醅
は
も
ろ
み
ざ
け
。
に
ご
り

ざ
け
臘
月（
陰
暦
十
二
月
）に
醸
す
酒
。〔
金
蘭
〕
非
常
に
親
し
い
交
わ
り
。
金
の
よ
う
に
か
た
く
、

蘭
の
よ
う
に
香
し
い
交
わ
り
。『
易
経
』
繋
辞
上
に
「
二
人
心
を
同
じ
う
す
れ
ば
、
其
の
利
金
を
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断
つ
。
同
心
の
言
は
、
其
の
臭
蘭
の
如
し
」
に
あ
る
こ
と
か
ら
い
う
。〔
桑
梓
〕
郷
里
。『
詩
経
』
小

雅
・
小
弁
に
「
維こ

れ
桑く

わ

と
梓

あ
ず
さ　

必
か
な
ら

ず
止こ

れ

を
恭

き
ょ
う

敬け
い
　
　す　

瞻み

る
と
し
て
父ち

ち

に
匪あ

ら

ざ
る
は
靡な

　く　

依よ

　る

と
し
て
母は

は

に
匪あ

ら

ざ
る
は
靡な

し
」
に
よ
る
語
。
昔
、
中
国
で
垣
に
桑
と
梓
と
を
植
え
、
養
蚕
や
器
具

用
と
し
て
子
孫
に
残
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
父
母
の
恩
愛
を
敬
っ
て
故
郷
を
思
う
意
か
ら
転
じ
て

い
う
。
こ
こ
で
は
先
祖
代
々
住
ん
で
い
た
竹
原
の
地
を
い
う
。〔
父
執
〕
父
の
友
人
。
執
は
、
志

を
同
じ
く
す
る
者
。『
礼
記
』
曲
礼
上
に
「
父
の
執
に
見
ゆ
る
と
き
、
之
れ
に
進
め
と
謂
は
ざ
れ

ば
敢
て
進
ま
ず
、
問
は
ざ
れ
ば
敢
て
對
へ
ず
。
此
れ
孝
子
の
行
な
り
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
い
う
。

〔
匪
他
〕『
詩
経
』
小
雅
・
頍
弁
の
「
豈
に
伊こ

れ
異
人
（
祖
霊
）な
ら
ん
や
。
兄
弟
は
他
に
匪あ

ら

ず
」
に
基

づ
き
、
兄
弟
を
い
う
。
こ
こ
で
は
兄
弟
を
含
め
た
血
縁
を
い
う
。

【
訳
】

　
　
　
　

祖
父
の
二
十
五
回
忌
。
家
長
が
法
要
を
行
っ
た
。
そ
こ
で
詩
を
作
っ
た

　

昨
年
の
冬
に
作
ら
れ
た
酒
を
飲
め
ば
身
体
が
温
ま
っ
て
寒
気
も
薄
ら
ぎ
、
春
の
夜

に
灯
り
を
灯
せ
ば
雨
の
音
が
大
き
く
聞
こ
え
て
く
る
。
故
郷
と
は
山
河
を
隔
て
な
が

ら
も
、
親
し
い
交
わ
り
の
者
同
士
が
同
席
し
て
い
る
。
集
ま
っ
た
の
は
皆
父
の
知
友

か
血
縁
の
者
ば
か
り
で
あ
る
か
ら
、
祖
父
以
来
の
家
風
は
衰
え
る
こ
と
は
な
い
。
旧

知
の
人
に
相
伴
し
て
酒
を
飲
め
ば
倦
み
疲
れ
る
こ
と
を
忘
れ
、
春
の
宵
が
短
く
、
あ
っ

と
い
う
間
に
時
が
過
ぎ
る
の
は
い
か
ん
と
も
し
が
た
い
。

　

45　

懐
仲
父
丈
人
在
九
州　
　
　

仲
ち
ゅ
う

父ふ

丈じ
ょ
う
じ
ん

人
の
九

き
ゅ
う
し
ゅ
う

州
に
在あ

　る
を
懐お

も
　
　う

滿
天
風
雨
一
燈
檠　
　

満ま
ん
て
ん天

の
風ふ

う

う雨　

一い
っ

灯と
う

の
檠け

い　

淅
淅
瀟
々
徹
暁
鳴　
　

淅
せ
き
せ
き
し
ょ
う
し
ょ
う

淅
瀟
　々

暁
あ
か
つ
きを

徹て
っ
　
　
　
　

し
て
鳴な

　る

不
識
今
宵
西
海
路 

 
 
 

識し

ら
ず　

今
こ
ん
し
ょ
う

宵　

西さ
い
か
い海

路じ

　
　
　
　
　

斯　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

斯こ

の

誰
家
窓
裏
聞
玆〻
聲　
　

誰た

が
家い

え

の
窓ま

ど

の
裏う

ち

に　

茲こ

の
声こ

え

を
聞き

　く
を

　

『
頼
山
陽
全
書　

詩
集
』
巻
四
所
収
「
懐
仲
父
丈
人
在
九
州
」
。
文
化
四
年
の
作
。
頼
春
風
は
、

こ
の
年
三
月
二
十
一
日
に
竹
原
を
出
発
し
て
六
月
二
十
日
に
帰
郷
す
る
ま
で
の
間
、
長
崎
や
博

多
な
ど
各
地
の
名
所
・
旧
跡
を
見
物
す
る
と
と
も
に
、
多
く
の
学
者
や
文
人
た
ち
と
交
友
を
深

め
て
い
る
。
旅
の
詳
細
は
、
春
風
の
紀
行
文
「
適
肥
」
に
詳
し
い（『
広
島
県
史　

近
世
資
料
編
Ⅵ
』

所
収
）
。

【
語
釈
】　

〔
仲
父
丈
人
〕
山
陽
の
叔
父
の
頼
春
風（
諱
は
惟
彊
）の
こ
と
。「
仲
父
」
は
父
の
弟
。「
丈

人
」
は
老
人
の
尊
称
。〔
満
天
〕
空
い
っ
ぱ
い
に
な
る
。
空
一
面
。〔
灯
檠
〕と
も
し
び
た
て
。
と
も

し
び
。
燭
台
。〔
淅
淅
〕
風
の
音
の
さ
ま
。〔
瀟
々
〕
風
雨
の
激
し
い
さ
ま
。

【
訳
】

　
　
　

九
州
の
旅
に
い
る
叔
父
を
思
う

　

外
は
一
面
風
雨
が
吹
き
荒
れ
る
中
、
灯
火
を
と
も
し
て
部
屋
に
い
る
と
、
ば
た
ば

た
ざ
あ
ざ
あ
と
夜
を
徹
し
て
家
が
鳴
っ
て
い
る
。
今
夜
、（
叔
父
は
）
西
海
道
の
誰
の

家
の
窓
辺
で
こ
の
音
を
聞
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
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46　

題
黄
山
谷
図　
　

黄こ
う
ざ
ん
こ
く

山
谷
の
図ず

に
題だ

い
　
　す

儒
冠
手
蘭
蕙　
　
　

儒じ
ゅ

冠か
ん　

蘭ら
ん
け
い蕙

を
手て

に
し

可
識
是
姓
黄　
　
　

識し

る
べ
し　

是こ

れ
姓せ

い

は
黄こ

う

な
り
と

一
下
江
西
種　
　
　

一ひ
と

た
び
下お

ろ
　
　す　

江こ
う
せ
い西

の
種た

ね

詩
風
百
世
芳　
　
　

詩し

ふ

う風　

百
ひ
ゃ
く

世せ
い
か
ん
ば

芳
し

（
朱
批
）
師
詩
往
々
有
此
病　
　
　

師し

の
詩し

、
往お

う
お
う々

に
し
て
此こ

の
病へ

い

有あ

　り
。

　

『
頼
山
陽
全
書　

詩
集
』
巻
四
所
収
「
題
黄
山
谷
図
」
。
文
化
四
年
の
作
。

【
語
釈
】　

〔
黄
山
谷
〕
黄
庭
堅
（
一
〇
四
五
～
一
一
〇
五
）
。
分
寧
（
江
西
省
）
の
人
。
字
は
魯
直
。

号
は
山
谷
道
人
。
中
国
北
宋
の
詩
人
・
書
家
。
師
の
蘇
軾
と
と
も
に
蘇
黄
と
並
称
さ
れ
る
。
江

西
詩
派
の
祖
。
書
は
行
書
・
草
書
に
す
ぐ
れ
た
。〔
儒
冠
〕
儒
者
の
冠
。〔
蘭
蕙
〕
蘭
と
蕙け

い

。
蕙
は
ラ

ン
科
の
多
年
草
で
、
紫
蘭
の
異
名
。
と
も
に
香
草
で
、
賢
人
君
子
に
た
と
え
る
。

【
訳
】

　
　
　

黄
山
谷
の
図
に
詩
を
書
き
つ
け
る

　

儒
冠
を
被
り
、
蘭
蕙
を
手
に
し
て
い
る
姿
を
見
れ
ば
、
黄
山
谷
氏
と
わ
か
る
。
彼
が

江
西
詩
派
の
基
を
築
く
と
、
そ
の
詩
風
は
後
々
の
世
ま
で
長
く
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

（
朱
批
）
師
の
詩
に
は
往
々
に
し
て
こ
の
欠
点
が
見
ら
れ
る
。

　

47　

午
庵
晩
集　
　

午ご

庵あ
ん

の
晩

ば
ん
し
ゅ
う集

庭
掃
生
苔
氣　
　

庭て
い
そ
う掃　

苔た
い

気き
し
ょ
う
　
　

生
じ

簾
開
引
月
華　
　

簾
す
だ
れ

を
開ひ

ら

き
て
月げ

つ

華か

を
引ひ

　く

主
人
新
浴
罷　
　

主し
ゅ
じ
ん人　

新あ
ら
　
　た

に
浴よ

く

し
罷お

わ
　
　り

迎
客
手
瀹
茶　
　

客
き
ゃ
く

を
迎む

か
　
　え　

手て

　

　

ず
か
ら　

茶ち
ゃ

を
瀹や

く

す

　

『
頼
山
陽
全
書　

詩
集
』
巻
四
所
収
「
午
庵
晩
集
」
。
文
化
四
年
の
作
。
午
庵
は
太
田
午
庵
。
30

参
照
。「
梅
颸
日
記
」
を
見
る
と
、
一
月
七
日
条
に
「
夜 

甲
子
楼
へ
被
招
御
出　

久
太
郎
も
行
」

と
、
二
月
十
七
日
の
条
に
「
夕 

甲
子
楼　

久
権
も
行
」
と
、
三
月
三
日
の
条
に
「
夕
か
た
ゟ
甲
子

楼
へ
御
出　

久
権
も
行
」
と
あ
り
、
そ
の
い
ず
れ
か
の
席
で
の
作
と
考
え
ら
れ
る
。

【
語
釈
】　

〔
庭
掃
〕
庭
を
掃
除
す
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
人
。〔
月
華
〕
月
の
光
。〔
淅
淅
〕
風
の
音

の
さ
ま
。〔
瀹
茶
〕
茶
を
淹
れ
る
。

【
訳
】

　
　
　

太
田
午
庵
に
よ
る
夜
の
集
ま
り

　

庭
を
掃
除
す
れ
ば
苔
の
瑞
々
し
さ
が
増
し
、
簾
を
お
ろ
せ
ば
月
の
光
が
差
し
て
く
る
。

主
人
は
ち
ょ
う
ど
風
呂
か
ら
出
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
客
を
迎
え
て
手
ず
か
ら
茶
を
淹

れ
て
い
る
。
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48　
　

問
三
谷
達
夫　
　
　

三み

た

に谷
達た

つ

ふ夫
を
問と

　う

　
　
　

川
匹
練　
　
　
　
　
　
　
　

川せ
ん　

匹ひ
つ

練れ
ん

一
帶
長
江〻
明〻
鏡〻
開　
　
　

一い
っ
た
い帯

の
長

ち
ょ
う

江こ
う　

明
め
い
き
ょ
う鏡

開ひ
ら
　
　き

東
西
夾
水
幾
樓
臺　
　
　

東と
う
ざ
い西　

水み
ず

を
夾は

さ

む　

幾い
く

楼ろ
う
だ
い台

殘
陽
東
岸
紅
猶
在　
　
　

残ざ
ん

陽よ
う　

東と
う
が
ん岸

に

紅
く
れ
な
い

猶な

お
在あ

　り
て

西
岸
已
迎
新
月
來　
　
　

西せ
い
が
ん岸　

已す
で

に
新し

ん
げ
つ月

を
迎む

か
　
　え

来き
た
　
　る

　

『
頼
山
陽
全
書　

詩
集
』
巻
四
所
収
「
問
三
谷
達
夫
」
。
文
化
四
年
の
作
。
三
谷
達
夫
は
三
谷

素
平
の
こ
と
。「
梅
颸
日
記
」
二
月
二
十
六
日
条
に
「
三
谷
素
平
へ
被
招
御
出　

久
権
同
様　

詩

会
に
て
夜
暁
に
い
た
る
」
と
あ
り
、
本
作
は
こ
の
日
の
作
で
あ
ろ
う
。

【
語
釈
】　

〔
一
帶
〕
ひ
と
す
じ
。
ひ
と
つ
づ
き
。〔
長
江
〕『
頼
山
陽
全
書　

詩
集
』
は
「
長
川
」
に

改
め
る
。〔
明
鏡
〕
曇
り
の
な
い
鏡
。
静
か
な
水
面
の
た
と
え
。『
頼
山
陽
全
書　

詩
集
』
は
「
匹
練
」

に
改
め
る
。「
匹
練
」
は
一
匹
の
練
絹
。
ま
た
、
滝
や
湖
の
表
面
な
ど
が
練
絹
の
形
に
似
て
い
る

様
を
形
容
し
て
い
う
。
蘇
軾
の
詩
「
柳
子
玉
と
同
に
鶴
林
・
招
隠
に
遊
び
、
酔
い
て
帰
り
て
景
純

に
呈
す
」
に
「
巖
頭
の
匹
練 

天
を
兼
ね
て
淨き

よ

く
、
泉
底
の
眞
珠 

客
に
濺そ

そ

ぎ
て
忙
し
」
と
あ
る
。

〔
楼
台
〕
高
い
建
物
。〔
新
月
〕
東
の
空
に
上
り
始
め
た
月
。

【
訳
】

　
　
　

三
谷
達
夫
を
訪
ね
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

練
絹
の
よ
う
に
滑
ら
か
で

　

一
筋
の
長
い
川
の
水
面
は
曇
り
の
な
い
鏡
の
よ
う
に
静
か
で
、
川
を
挟
ん
で
東
西

に
は
幾
つ
も
の
高
楼
が
建
ち
並
ん
で
い
る
。
東
の
岸
は
ま
だ
夕
陽
で
赤
く
染
ま
っ
て

い
る
が
、
西
の
岸
に
は
す
で
に
月
が
上
り
始
め
て
い
る
。

　

49　

抱
素
堂
集
。
分
得
五
言
古
体
蒸
韻　
　

抱ほ
う
そ
ど
う

素
堂
の
集

し
ゅ
う

。
五ご

ご

ん言
古こ

た

い体
蒸じ

ょ
うの

韻い
ん

を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

分わ

　

　

か
ち
得え

　

　

た
り

光
風
生
微
暖　
　
　

光こ
う
ふ
う風　

微び

暖だ
ん

を
生

し
ょ
う
　
　
　じ

江
城
霞
氣
蒸　
　
　

江こ
う

城じ
ょ
う

　

霞か

気き

蒸む

す

殘
梅
白
閃
爍　
　
　

残ざ
ん

梅ば
い　

白し
ろ　

閃
せ
ん
し
ゃ
く

爍
し

細
草
綠
鬅
鬠　
　
　

細さ
い

草そ
う　

緑
み
ど
り 

鬅ほ
う
そ
う鬠

た
り

散
策
相
先
後　
　
　

散さ
ん
さ
く策　

相あ
い

先せ

ん

ご後
す

（
朱
書
）　

盍
着
興
字　
　

（
朱
書
）　

盍な
ん

ぞ
興
の
字
を
着つ

　け
ざ
る
。

晴
日
聊
可
乘　
　
　

晴せ
い

日じ
つ　

聊
い
さ
さ
　
　か

乗じ
ょ
うず

べ
し

佳
期
在
何
處　
　
　

佳か

き期　

何い

ず

こ処
に
か
在あ

　

　

ら
ん

東
郭
有
良
朋　
　
　

東と
う
か
く郭　

良
り
ょ
う

朋ほ
う

有あ

　り

夙
挟
公
輪
技　
　
　

夙つ
と

に
挟た

の
　
　む 

公こ
う

輸し
ゅ

の
技わ

ざ

雕
詞
亦
鏤
氷　
　
　

雕
ち
ょ
う

詞し　

亦ま

た
鏤ろ

う

氷
ひ
ょ
う

引
客
淆
老
少　
　
　

客
き
ゃ
く

を
引ひ

　き
て　

老
ろ
う
し
ょ
う

少
を
淆ま

じ
え

醑
酒
辨
淄
澠　
　
　

酒さ
け

を
醑こ

し
て　

淄し
じ
ょ
う澠

を
弁わ

か

つ

田
君
耽
詩
賦　
　
　

田で
ん

君く
ん　

詩し

ふ賦
に
耽ふ

け
　
　り

索
句
如
飢
鷹　
　
　

句く

を
索も

と

む
る
こ
と　

飢き

鷹よ
う

の
如ご

と
　
　し

罔
川
二
傲
吏　
　
　

罔も
う

川せ
ん

の
二に

ご

う

り

傲
吏

高
吟
氣
崚
嶒　
　
　

高こ
う
ぎ
ん吟　

気き

は
崚

り
ょ
う
そ
う

嶒
た
り

我
翁
雖
病
矣　
　
　

我わ

　が
翁お

う　

病や

　む
と
雖

い
え
ど
　
　も
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藻
思
老
愈
騰　
　
　

藻そ

う

し思　

老お

　

　

い
て
愈い

よ
いよ

騰あ

　

　

が
る

吾
才
非
康
樂　
　
　

吾わ

が
才さ

い　

康こ
う
ら
く樂

に
非あ

ら

ず

連
也
詩
滿
膺　
　
　

連れ
ん

や　

詩し 

膺む
ね

に
満み

　つ

七
人
唱
且
和　
　
　

七し
ち
に
ん人　

唱と
な

え
且か

　つ
和わ

　せ
ば

厭
々
坐
相
仍　
　
　

厭え
ん
え
ん々　

坐そ
ぞ

ろ
に
相あ

い

よ仍
る

銀
燈
未
剔
盡　
　
　

銀ぎ
ん

灯と
う　

未い
ま
　
　だ

剔き

り
尽つ

　

　

　

く
さ
ず

五
鼓
已
鼟
　々
　
　

五ご

鼓こ　

已す
で

に
鼟と

う
と
う々

　

『
頼
山
陽
全
書　

詩
集
』
巻
四
所
収
「
抱
素
堂
集
五
言
古
体
分
得
蒸
韻
」
。
こ
れ
も
文
化
四
年

二
月
二
十
六
日
の
作
。「
梅
颸
日
記
」
二
月
二
十
六
日
条
に
「
三
谷
素
平
へ
被
招
御
出　

久
権
同

様　

詩
会
に
て
夜
暁
に
い
た
る
」
と
あ
る
こ
と
は
48
に
先
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
同
日
の
「
春

水
日
記
」
に
は
「
夜
過
素
平
」
と
あ
る
だ
け
で
あ
る
。「
春
水
遺
稿　

詩
」（
與
楽
叢
書　

浅
野
文

庫　

広
島
市
立
中
央
図
書
館
蔵
）
所
収
の
「
抱
素
堂
同
賦
分
得
七
陽
」
は
こ
の
日
の
作
と
考
え
ら

れ
る
。
抱
素
堂
は
三
谷
素
平
の
室
名
。
春
水
が
書
き
残
し
た
所
に
よ
る
と
、
こ
の
時
、
抱
素
堂
に

は
主
人
の
素
平
と
春
水
の
ほ
か
に
太
田
午
庵
・
岡
田
嘉
祐
・
北
川
寛
と
そ
の
二
児
が
い
た
と
い
う
。

「
梅
颸
日
記
」
に
は
「
久
権
同
様
」
と
あ
り
、
久
太
郎
（
山
陽
）
と
と
も
に
権
次
郎
（
春
風
の
子
。
山

陽
の
従
弟
で
、
養
嗣
子
と
な
っ
た
景
譲
）も
同
行
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
春
水
は
そ
れ
に

言
及
し
て
い
な
い
。
春
水
が
記
さ
な
か
っ
た
こ
と
も
梅
颸
は
書
き
残
し
て
い
る
例
は
多
い
。

【
語
釈
】　

〔
光
風
〕
雨
後
の
さ
わ
や
か
な
風
。〔
閃
爍
〕
光
り
輝
く
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
さ
ま
。〔
鬅

鬠
〕
髪
が
乱
れ
る
さ
ま
。〔
鏤
氷
〕
氷
に
彫
る
。
無
益
の
労
の
た
と
え
。〔
佳
期
〕
よ
い
時
期
。
よ
い

季
節
。
ま
た
、
楽
し
い
時
。〔
東
郭
〕
町
の
東
。〔
公
輸
〕
春
秋
、
魯
の
巧
匠
の
名
。
公
輸
子
、
公
輸
盤
、

公
輸
班
と
呼
ば
れ
る
。
公
輸
が
木
を
刻
ん
で
造
っ
た
鵲
が
、
巧
身
に
出
来
て
空
を
飛
ん
だ
と
い

う
故
事
が
あ
る
（
「
公
輸
子
気
を
削
り
て
鵲
飛
ぶ
」
）〔
鏤
氷
〕
氷
に
彫
る
。
無
益
の
労
の
た
と
え
。

〔
弁
淄
澠
〕
淄し

水す
い

と
澠

じ
ょ
う

水す
い

の
味
を
分
け
る
。
微
妙
な
味
の
違
い
を
味
わ
い
分
け
ら
れ
る
こ
と
。『
列

子
』
仲
尼
篇
に
「
口
将
に
爽た

が

わ
ん
と
す
る
者
は
、
先
ず
淄
澠
を
弁
つ
」
と
あ
る
。〔
罔
川
〕
長
安
の

南
郊
外
（
現
在
の
陝
西
省
藍
田
県
を
流
れ
る
川
の
名
。
輞
川
と
も
。
中
国
盛
唐
の
詩
人
王
維
が

こ
こ
に
広
大
な
別
荘
を
構
え
、
友
人
の
裴
廸
と
詩
を
唱
和
し
た
。〔
傲
吏
〕
世
俗
の
名
誉
を
も
の

と
も
し
な
い
誇
り
高
い
役
人
。
直
接
は
唐
の
王
維
と
裴
廸
を
い
い
、
同
時
に
広
島
藩
士
で
あ
っ

た
太
田
午
庵
と
岡
田
静
斎
を
指
す
か
。〔
崚
嶒
〕
山
の
高
く
険
し
く
重
な
る
さ
ま
。
傑
出
し
て
い

る
た
と
え
。〔
吾
翁
〕
父
春
水
を
指
す
。〔
藻
思
〕
詩
文
を
作
る
こ
と
。
ま
た
、
詩
文
の
才
能
。
あ
る

い
は
、
詩
文
に
盛
る
べ
き
内
容
。
文
思
。〔
康
楽
〕
南
朝
宋
、
謝
霊
運
の
封
号
。
李
白
の
「
春
夜
宴

桃
李
園
序
」
に
「
群
季
の
俊
秀
な
る
は
、
皆
恵
連
た
り
。
吾
人
の
詠
歌
は
独
り
康
楽
に
愧
ず
」（
皆

詩
が
上
手
で
謝
恵
連
の
よ
う
で
あ
る
が
、
私
の
詠
ん
だ
歌
だ
け
は
下
手
で
謝
霊
運
に
愧
じ
る
の

で
あ
る
）
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
た
も
の
か
。〔
連
〕
謝
恵
運
を
差
し
、
山
陽
の
従
弟
景
譲
に
た
と

え
る
。〔
厭
々
〕
安
ら
か
で
静
か
な
さ
ま
。〔
相
仍
〕
以
前
の
ま
ま
で
あ
る
。〔
鼟
々
〕
鼓
の
音
。

【
訳
】

　
　
　

抱
素
堂
の
詩
会
。
五
言
古
詩
の
「
蒸
」
の
韻
を
割
り
当
て
ら
れ
る

　

雨
後
の
さ
わ
や
か
な
風
は
か
す
か
に
暖
か
く
、
川
の
ほ
と
り
の
城
は
靄
が
か
か
っ

た
よ
う
に
霞
ん
で
い
る
。
散
ら
ず
に
残
っ
た
白
梅
に
光
が
差
し
、
小
さ
な
草
は
青
々

と
茂
っ
て
い
る
。

　

ま
ず
は
晴
れ
た
日
の
気
分
に
ま
か
せ
て
ぶ
ら
ぶ
ら
と
先
後
し
て
歩
く
の
が
よ
い
。

／
（
朱
書
）「
乗
」
の
部
分
は
ど
う
し
て
「
興
」
の
字
を
入
れ
な
い
の
か
。
／　

佳
い
時
節
は
何

処
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
町
の
東
に
は
良
き
友
が
い
る
。

　

早
く
か
ら
公こ

う
し
ゅ
ば
ん

輸
盤
の
よ
う
な
技
を
学
ん
だ
が
、
詩
を
作
る
こ
と
は
木
で
は
な
く
氷
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を
彫
る
よ
う
も
の
だ
。
客
を
呼
ん
で
老
い
も
若
き
も
一
緒
に
漉
し
た
酒
の
良
し
悪
し

を
語
り
合
っ
て
い
る
。
田
君
（
岡
田
君
か
）
は
詩
賦
の
創
作
に
耽
り
、
飢
え
た
鷹
の
よ

う
に
貪
欲
に
詩
句
を
求
め
て
く
る
。
罔
川
荘
で
詩
を
詠
み
合
っ
た
誇
り
高
き
二
人
の

官
吏
の
よ
う
に
、
高
ら
か
に
詩
を
吟
ず
る
と
、
そ
の
気
は
ひ
と
き
わ
優
れ
て
抜
き
ん

で
て
い
る
。
我
が
翁
は
病
気
で
は
あ
る
が
、
そ
の
詩
情
は
老
い
て
な
お
盛
ん
で
あ
る
。

私
に
は
謝
霊
運
の
よ
う
な
才
は
な
い
が
、
景
譲
よ
、
お
前
に
は
詩
が
胸
の
中
に
満
ち

て
い
る
。
こ
こ
に
集
ま
っ
て
七
人
で
詩
を
唱
和
し
て
い
る
と
、
心
安
ら
か
な
気
分
は

お
の
ず
と
昔
の
ま
ま
だ
。
灯
火
の
灯
心
を
切
り
尽
す
こ
と
な
く
、
気
が
付
く
と
す
で

に
五
更
（
明
け
方
午
前
四
時
前
後
）を
知
ら
せ
る
太
鼓
が
鳴
っ
て
い
る
。

　

50　

題
熊
谷
蓮
生
倒
騎
馬
圖　
　
　

熊く
ま
が
い谷

蓮れ
ん
し
ょ
う

生
の
倒

さ
か
し
まに

馬う
ま

に
騎の

る
図ず

に
題だ

い
　
　す

半
生
功
業
口
碑
存　
　

半は
ん
せ
い生

の
功

こ
う
ぎ
ょ
う

業　

口こ

う

ひ碑
存そ

ん
　
　す

一
谷
西
門
搴
赤
旙　
　

一
い
ち
の

谷た
に

の
西さ

い
も
ん門　

赤せ
き
ば
ん旙

を
搴と

る

戎
服
解
來
穿
法
服　
　

戎
じ
ゅ
う
ふ
く

服　

解と

　

 

き

た

　

き
来
り
て
法ほ

う
ふ
く服

を
穿う

が
　
　つ

先
登
極
楽
正
東
門　
　

先せ
ん
と
う登

の
極ご

く
ら
く楽　

正ま
さ

に
東と

う
も
ん門

　

『
頼
山
陽
全
書　

詩
集
』
巻
四
所
収
「
題
熊
谷
蓮
生
像
」
。
文
化
四
年
の
作
。

【
語
釈
】　

〔
熊
谷
蓮
生
〕
熊
谷
直な

お

実ざ
ね（

一
一
四
一
～
一
二
〇
八
）は
、
平
安
末
か
ら
鎌
倉
初
期
の
武

士
。
熊
谷
直
貞
の
子
。
平
治
の
乱
に
は
源
義
朝
方
に
属
し
た
が
，
乱
の
後
は
平
知
盛
に
仕
え
た
。

治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
の
石
橋
山
の
合
戦
で
は
平
家
方
の
大
庭
景
親
に
従
っ
た
が
、
間
も
な

く
源
頼
朝
に
服
し
た
。
佐
竹
氏
討
伐
の
戦
功
に
よ
り
，
本
領
の
武
蔵
国
大
里
郡
熊
谷
郷
（
現
埼

玉
県
熊
谷
市
）
の
地
頭
職
を
安
堵
さ
れ
た
。
源
義
仲
や
平
家
と
の
戦
い
で
も
活
躍
し
、
一
の
谷

合
戦
（
一
一
八
四
）で
は
先
陣
を
争
い
、
平
敦
盛
を
討
ち
取
っ
た
。
文
治
三
年
（
一
一
八
七
）
流
鏑

馬
の
的
立
て
役
を
忌
避
し
て
所
領
の
一
部
を
没
収
さ
れ
、
建
久
三
年
（
一
一
九
二
）
久
下
直
光

と
の
所
領
争
い
で
不
利
な
裁
決
が
下
る
と
、
上
洛
し
て
法
然
の
門
下
に
入
り
、
蓮
生
と
名
乗
っ

た
。〔
倒
騎
馬
〕
浄
土
が
あ
る
西
方
に
背
を
向
け
ぬ
た
め
、
連
生
が
京
か
ら
関
東
へ
下
る
時
、
鞍

を
逆
様
に
は
か
せ
、
馬
に
も
逆
様
に
乗
っ
た
故
事（「
法
然
上
人
行
状
絵
図
」
第
二
十
七
）を
指
す
。

〔
功
業
〕て
が
ら
。
功
績
。〔
口
碑
〕
古
く
か
ら
の
言
い
伝
え
。
伝
説
。
口
承
。〔
西
門
〕『
日
本
外
史
』

巻
一　

源
氏
前
記
平
氏
に
、
一
の
谷
合
戦
を
描
い
て
「
こ
の
日
、
直
実
、
暁
を
冒
し
て
西
門
に
向

う
」
と
あ
る
。〔
赤
旙
〕
赤
い
旗
。
平
氏
の
旗
印
。〔
戎
服
〕軍
服
。
武
装
。〔
穿
〕
衣
服
を
着
る
。〔
先

登
〕
先
陣
。
一
番
乗
り
。〔
東
門
〕
東
向
き
の
門
。
四
天
王
寺
の
西
門
か
ら
ま
っ
す
ぐ
西
に
た
ど

れ
ば
極
楽
の
東
門
に
行
き
着
く
と
信
じ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
極
楽
の
東
門
を
い
う
。

【
訳
】

　
　
　

熊
谷
蓮
生
が
逆
様
に
馬
に
乗
る
図
に
詩
を
書
き
つ
け
る

　

（
熊
谷
直
実
が
）
そ
の
半
生
に
為
し
た
功
績
は
、
伝
説
と
し
て
人
々
に
語
り
継
が
れ

て
き
た
。
一
の
谷
で
は
西
門
で
平
家
を
討
ち
、
赤
い
旗
を
奪
い
取
っ
た
。
甲
冑
を
脱

ぎ
捨
て
て
か
ら
は
僧
衣
を
纏ま

と
　
　い

、
先
陣
を
切
っ
て
極
楽
の
東
門
を
く
ぐ
っ
た
。
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